瑕疵ある物を給付した売主の追完義務の射程（三） : ドイツ法および消費用動産売買指令を手掛かりとして by 原田 剛 & Tsuyoshi Harada
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四
五
瑕
疵
あ
る
物
を
給
付
し
た
売
主
の
追
完
義
務
の
射
程
（
三
）
ド
イ
ツ
法
お
よ
び
消
費
用
動
産
売
買
指
令
を
手
掛
か
り
と
し
て
原
田
剛
序
章
問
題
設
定
第
一
章
ド
イ
ツ
民
法
第
四
三
九
条
の
立
法
者
意
思
(
以
上
六
三
巻
四
号)
第
二
章
消
費
用
動
産
売
買
指
令
第
三
条
に
つ
い
て
の
Ｅ
ｕ
Ｇ
Ｈ
判
決
(
六
四
巻
一
号)
第
三
章
取
外
し
お
よ
び
取
付
け
義
務
に
関
す
る
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
議
論
第
一
節
問
題
の
所
在
第
二
節
Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
三
判
例
(
以
上
本
号)
第
三
節
主
要
な
学
説
第
四
章
履
行
(
追
完)
場
所
に
関
す
る
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
議
論
第
五
章
小
括
終
章
結
び
に
代
え
て
第
三
章
取
外
し
お
よ
び
取
付
け
義
務
に
関
す
る
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
議
論
第
一
節
問
題
の
所
在
一
端
緒
ド
イ
ツ
法
を
参
考
と
し
て
本
稿
の
問
題
を
考
察
す
る
た
め
の
端
緒
と
し
て
の
好
個
の
素
材
と
思
わ
れ
る
の
は
、
債
務
法
現
代
化
法
発
効
後
二
年
半
が
経
過
し
て
な
さ
れ
た
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
上
級
地
方
裁
判
所(
O
L
G
K
arlsru
h
e)
二
〇
〇
四
年
九
月
二
日
判
決
と
、
こ
れ
に
対
す
る
ロ
ー
レ
ン
ツ(
S
.
L
o
re
n
z)
教
授
の
判
例
批
評
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
ま
ず
、
こ
の
両
者
の
概
要
を
紹
介
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
瑕
疵
あ
る
消
費
用
動
産
を
給
付
し
た
売
主
が
追
完
と
し
て
行
っ
た
代
物
給
付
の
場
合
に
お
け
る
取
外
し
・
取
付
け
義
務
の
問
題
の
端
緒
を
示
し
、
そ
の
問
題
の
所
在
を
、
実
態
に
即
し
て
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
か
ら
始
め
た
い
と
思
う
。
二
O
L
G
K
a
rls
ru
h
e
二
〇
〇
四
年
九
月
二
日
判
決
(
)
１
事
案
の
概
要
原
告
(
買
主)
は
、
建
設
マ
ー
ケ
ッ
ト
経
営
者
で
あ
る
被
告
(
売
主)
か
ら
床
タ
イ
ル
を
買
い
、
こ
れ
を
自
身
で
張
っ
た
。
タ
イ
ル
は
、
焼
き
が
充
分
で
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
床
タ
イ
ル
と
し
て
必
要
な
強
度
を
満
た
さ
な
い
な
ど
瑕
疵
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
こ
で
、
原
告
は
被
告
に
対
し
、
第
一
審
で
は
損
害
賠
償
を
請
求
し
、
第
二
審(
O
L
G
K
arlsru
h
e)
で
は
追
完
を
請
求
し
、
張
っ
た
タ
イ
ル
の
除
去
と
瑕
疵
な
き
タ
イ
ル
に
よ
る
張
替
え
を
請
求
し
た
。
被
告
の
反
論
は
、
仲
介
業
者
で
あ
る
か
ら
製
作
の
瑕
疵
に
つ
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い
て
有
責
で
は
な
い
、
ま
た
、
追
完
は
過
分
の
費
用
を
生
ぜ
し
め
る
た
め
、
そ
の
限
り
で
原
告
に
は
請
求
権
は
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
２
判
旨
(
１)
判
決
は
、
床
タ
イ
ル
は
、
危
険
移
転
の
時
点
で
、
合
意
さ
れ
た
性
質
を
有
し
な
か
っ
た
た
め
民
法
第
四
三
四
条
第
一
項
に
い
う
瑕
疵
が
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
原
告
に
は
、
民
法
第
四
三
七
条
第
一
号
、
同
第
四
三
九
条
第
一
項
に
も
と
づ
く
追
完
請
求
権
が
存
在
す
る
と
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
ま
ず
、
取
外
し
・
取
付
け
費
用
に
つ
き
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
、
売
主
の
義
務
を
肯
定
す
る
。民
法
第
四
三
九
条
第
一
項
に
よ
れ
ば
、
原
告
は
瑕
疵
除
去
の
方
法
で
追
完
を
請
求
で
き
る
。
住
居
に
張
る
た
め
に
床
タ
イ
ル
が
売
却
さ
れ
た
場
合
に
は
、
床
タ
イ
ル
の
瑕
疵
除
去
に
よ
っ
て
発
生
す
る
、
お
そ
ら
く
売
買
価
格
を
何
倍
を
も
上
回
る
、
取
外
し
お
よ
び
取
付
け
費
用
は
、
売
主
の
追
完
費
用
に
含
ま
れ
る
。
追
完
に
必
要
な
費
用
は
、
民
法
第
四
三
九
条
第
二
項
に
も
と
づ
き
売
主
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
な
か
に
は
、
買
主
が
契
約
目
的
に
従
っ
て
使
用
し
た
こ
と
に
関
連
し
て
生
じ
た
、
売
買
目
的
物
の
変
更
に
よ
り
生
じ
た
費
用
も
含
ま
れ
る
。
床
タ
イ
ル
の
売
買
に
お
い
て
タ
イ
ル
を
張
る
こ
と
は
、
こ
こ
に
い
う
変
更
に
含
ま
れ
る
。
買
主
は
、
追
完
に
よ
り
、
物
が
瑕
疵
な
き
状
態
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
売
主
に
は
、
目
的
物
が
瑕
疵
な
き
物
で
あ
っ
た
な
ら
ば
有
す
る
で
あ
ろ
う
状
態
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
床
タ
イ
ル
の
取
外
し
費
用
お
よ
び
取
付
け
費
用
も
ま
た
民
法
第
四
三
九
条
第
二
項
の
費
用
に
含
ま
れ
る(
B
G
H
Z
8
7
,
1
0
4
―
屋
根
瓦
事
件
判
決)
。
(
２)
つ
ぎ
に
、
被
告
か
ら
提
出
さ
れ
た
、
民
法
第
四
三
九
条
第
三
項
に
も
と
づ
く
過
分
性
の
抗
弁
に
つ
き
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
、
こ
れ
を
否
定
す
る
。
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七
追
完
費
用
の
過
分
性
は
、
契
約
上
課
せ
ら
れ
た
物
の
、
買
主
に
と
っ
て
の
価
値
と
の
比
較
に
よ
っ
て
の
み
生
じ
得
る
。「
瑕
疵
な
き
状
態
に
お
け
る
物
の
価
値
」
と
「
瑕
疵
の
意
義｣
(
民
法
第
四
三
九
条
第
三
項
第
二
文)
と
の
関
係
は
次
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
費
用
の
過
分
性
は
、
よ
り
正
確
に
は
、
追
完
費
用
と
、
売
買
代
金
と
の
関
係
に
も
と
づ
い
て
で
は
な
く
、
追
完
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
べ
き
価
値
増
加
と
の
関
係
に
も
と
づ
い
て
決
定
さ
れ
る
。
こ
の
基
準
の
も
と
で
は
、
追
完
請
求
は
、
民
法
第
四
三
九
条
第
三
項
に
も
と
づ
く
被
告
の
抗
弁
に
よ
っ
て
は
排
除
さ
れ
な
い
。
(
３)
最
後
に
、
被
告
の
有
責
性
に
関
し
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
、
被
告
の
抗
弁
を
否
定
す
る
。
被
告
は
民
法
第
四
三
七
条
に
も
と
づ
く
有
責
に
よ
る
責
任
に
も
さ
ら
さ
れ
る
。
被
告
は
確
か
に
仲
介
業
者
(
卸
売
業
者)
と
し
て
検
査
義
務
は
な
い
。
し
か
し
民
法
第
二
八
〇
条
第
一
項
第
二
文
に
よ
る
有
責
性
推
定
を
覆
す
た
め
に
は
、
単
に
仲
介
業
者
で
あ
る
と
の
指
摘
で
は
充
分
で
は
な
い
。
三
ロ
ー
レ
ン
ツ
教
授
の
判
例
批
評
(
)
１
第
一
に
、
ロ
ー
レ
ン
ツ
教
授
は
、
二
つ
の
観
点
、
す
な
わ
ち
、
追
完
の
二
つ
の
方
法
お
よ
び
売
買
と
請
負
と
の
誤
っ
た
区
別
の
観
点
か
ら
、
本
判
決
を
以
下
の
よ
う
に
分
析
し
、
評
価
す
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
批
評
の
大
要
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
(
１)
ま
ず
、
本
件
の
場
合
の
追
完
方
法
は
代
物
給
付
で
あ
る
こ
と
を
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
(
)
判
決
の
最
初
の
基
本
的
誤
り
は
、
被
告
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
給
付
と
そ
こ
か
ら
導
か
れ
る
追
完
請
求
権
の
内
容
を
不
正
確
に
判
断
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
被
告
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
給
付
結
果
は
瑕
疵
な
き
タ
イ
ル
の
給
付
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
原
告
の
と
こ
ろ
で
タ
イ
ル
を
張
る
こ
と
(
そ
の
場
合
は
取
付
け
義
務(
M
o
n
tag
e
v
e
rp
flich
tu
n
g)
を
伴
う
売
買
で
あ
り
、
民
法
第
四
三
四
条
第
二
項
第
一
文
に
も
と
づ
く
瑕
疵
担
保
に
関
連
し
て
も
っ
ぱ
ら
売
買
法
に
従
っ
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。)
で
も
な
く
、
タ
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ル
床
の
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八
(
契
約
の
重
点
が
商
品
の
売
却
で
は
な
く
債
務
者
の
役
務
給
付
で
あ
る
場
合
に
は
、
請
負
契
約
が
出
発
点
と
さ
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。)
で
も
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
タ
イ
ル
の
焼
き
が
充
分
で
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
瑕
疵
の
場
合
は
、
瑕
疵
除
去
に
よ
る
追
完
で
は
な
く
代
物
給
付
に
よ
る
追
完
の
み
が
問
題
と
な
る
。
(
２)
つ
ぎ
に
、
し
か
し
、
代
物
給
付
に
は
除
去
・
張
替
え
は
含
ま
れ
な
い
点
に
つ
き
、
追
完
の
履
行
場
所
と
の
関
連
に
言
及
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
(
)
代
物
給
付
の
場
合
に
は
確
か
に
買
主
へ
の
輸
送
が
含
ま
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
義
務
の
履
行
場
所
は
、
瑕
疵
除
去
の
場
合
も
代
物
給
付
の
場
合
も
本
来
の
履
行
場
所
で
は
な
く
、
瑕
疵
あ
る
物
が
現
存
し
て
い
る
場
所
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
(
草
案
の
基
礎
づ
け
(
B
T
-D
ru
ck
s.
1
4
/6
0
4
0
,
S
.2
3
1)
(
)
お
よ
び
そ
れ
に
接
続
し
た
支
配
的
見
解(
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
文
献
は
(
)
省
略
す
る(
筆
者
注)
。))
。
し
か
し
、
代
物
給
付
に
は
瑕
疵
あ
る
タ
イ
ル
の
除
去
も
瑕
疵
な
き
タ
イ
ル
の
張
替
え
も
含
ま
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
立
法
者
が
、
有
責
な
「
契
約
費
用
」
賠
償
請
求
権
か
ら
明
確
に
方
向
転
換
し
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
追
完
義
務
の
履
行
場
所
に
よ
っ
て
も
、
未
来
関
連
性(
Z
u
k
u
n
ftsb
e
zo
g
e
n
h
e
it)
に
よ
っ
て
も
基
礎
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
(
３)
さ
ら
に
、
本
件
が
瑕
疵
除
去
で
は
な
く
代
物
給
付
に
よ
る
追
完
の
場
合
で
あ
る
こ
と
を
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
(
)
判
決
は
、
本
件
の
場
合
を
、
物
の
瑕
疵
が
、
取
付
け
と
取
外
し
を
含
む
修
補
に
よ
り
除
去
さ
れ
得
る
場
合
と
混
同
し
て
い
る
。
修
補
の
状
況
に
お
い
て
の
み
、
取
外
し
が
民
法
第
四
三
九
条
第
一
項
の
追
完
義
務
の
内
容
と
な
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
発
生
し
た
費
用
が
、
売
主
に
よ
り
(
民
法
第
四
三
九
条
第
三
項
の
過
分
性
の
留
保
の
下
で)
負
担
さ
れ
る
べ
き
、
民
法
第
四
三
九
条
第
二
項
の
意
味
に
お
け
る
追
完
費
用
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
件
は
正
に
そ
れ
が
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
タ
イ
ル
の
み
が
契
約
の
対
象
で
あ
り
、
タ
イ
ル
を
張
る
こ
と
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
場
合
の
タ
イ
ル
の
瑕
疵
は
、
瑕
疵
除
去
で
は
な
く
代
物
給
付
に
よ
っ
て
の
み
除
去
さ
れ
得
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九
る
。
(
４)
そ
し
て
、
タ
イ
ル
を
張
る
こ
と
が
義
務
と
な
る
場
合
は
、
請
負
契
約
が
問
題
と
な
る
こ
と
を
、
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
(
)
売
主
が
タ
イ
ル
の
張
り
に
つ
い
て
も
義
務
を
負
っ
て
い
た
場
合
に
の
み
事
案
は
異
な
っ
て
判
断
さ
れ
得
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
請
負
契
約
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
場
合
、
課
せ
ら
れ
た
給
付
に
は
、
瑕
疵
な
き
タ
イ
ル
の
給
付
の
み
な
ら
ず
瑕
疵
な
き
タ
イ
ル
床
を
製
作
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
、
そ
の
結
果
、
容
易
に
、
民
法
第
六
三
四
条
第
一
号
、
同
第
六
三
五
条
第
一
項
に
も
と
づ
き
、
被
告
の
全
費
用
負
担
義
務
付
き
の
、
対
応
し
た
追
完
請
求
権
が
生
じ
る
(
民
法
第
六
三
五
条
第
二
項)
。
２
第
二
に
、
取
外
し
・
取
付
け
費
用
の
問
題
を
、
契
約
費
用

の
観
点
か
ら
分
析
し
、
新
債
務
法
は
、
有
責
性
を
必
要
と
し
な
い
契
約
費
用

賠
償
請
求
権
の
構
想
を
断
念
し
た
点
を
指
摘
し
て
、
こ
の
問
題
を
否
定
的
に
評
価
す
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
批
評
の
大
要
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
引
用
さ
れ
た
著
名
な
屋
根
瓦
事
件
判
決(
B
G
H
Z
8
7
,
1
0
4
ff.)
(
)
で
Ｂ
Ｇ
Ｈ
が
取
り
組
ん
だ
こ
の
問
題
は
、
債
務
法
改
正
前
の
旧
売
買
法
と
改
正
後
の
新
売
買
法
と
で
は
重
要
で
か
つ
意
識
的
な
相
違
が
あ
る
。
事
実
、
こ
れ
ま
で
、
買
主
が
売
買
目
的
物
を
規
定
通
り
に
使
用
し
た
こ
と
に
よ
り
要
し
た
費
用
、
お
よ
び
、
物
の
瑕
疵
に
よ
り
期
待
通
り
で
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
判
明
し
た
費
用
は
、
民
法
旧
第
四
六
七
条
第
二
文
の
「
契
約
費
用
」
に
含
ま
れ
て
い
た(
L
o
re
n
z
/R
ie
h
m
,
L
e
h
rb
u
ch
zu
m
n
e
u
e
n
S
ch
u
ld
re
ch
t,
2
0
0
2
,
R
n
.
5
2
4
,
5
4
2
.)
(
)
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
は
売
主
の
有
責
性
な
し
に
賠
償
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
債
務
法
現
代
化
法
の
立
法
者
は
、
こ
の
こ
と
を
意
識
的
に
断
念
し
、
こ
の
種
の
「
契
約
費
用｣
、
と
り
わ
け
取
付
け
費
用
の
賠
償
を
、
有
責
性
を
必
要
と
す
る
民
法
第
四
三
七
条
第
三
号
に
も
と
づ
く
損
害
賠
償
ま
た
は
同
第
二
八
四
条
に
も
と
づ
く
費
用
賠
償
に
お
い
て
指
示
し
た
。
そ
の
場
合
、
屋
根
瓦
事
件
判
決
に
明
示
に
関
連
し
て
こ
れ
ま
で
有
責
性
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
、
か
か
る
費
用
賠
償
法と政治 64巻 2号 (2013年 7月)
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〇
義
務
は
、
解
除
法
に
お
い
て
は
異
物
(



)

と
呼
ば
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
買
主
に
、
契
約
締
結
に
関
連
し
て
有
し
て
い
た
不
利
益
に
つ
い
て
の
賠
償
請
求
権

を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
買
主
の
利
益
は
、
損
害
賠
償
請
求
権
に
よ
り
満
足
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
特
別
規
律
を
廃
止
し
、「
契
約
費
用
」
の
請
求
権
を
、
民
法
第
二
八
四
条
に
よ
り
補
充
さ
れ
る
、
義
務
違
反
の
場
合
の
損
害
賠
償
請
求
権
に
関
す
る
一
般
規
律
に
お
い
て
予
定
す
る
こ
と
が
正
当
化
さ
れ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る(
B
T
-D
ru
ck
s.
1
4
/6
0
4
0
,
S
.
2
2
5)
(
)
。
３
第
三
に
、
以
上
を
前
提
と
し
、
ま
ず
、
取
付
け
費
用
は
、
有
責
性
を
要
件
と
し
た
損
害
賠
償
、
し
か
も
そ
の
場
合
、
給
付
と
「
並
ん
だ
」
損
害
賠
償
と
し
て
の
取
付
け
費
用
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
批
評
の
大
要
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
タ
イ
ル
の
張
替
え
費
用
は
、
損
害
賠
償
請
求
権
で
の
み
賠
償
義
務
の
対
象
と
な
り
得
る
。
売
主
が
瑕
疵
な
き
タ
イ
ル
を
給
付
し
た
場
合
に
は
こ
の
費
用
は
発
生
し
な
い
か
ら
、
こ
の
費
用
は
、
明
ら
か
に
民
法
第
二
四
九
条
第
一
項
(
原
文
で
は
第
一
文
と
な
っ
て
い
る
―
筆
者
注
。)
に
も
と
づ
く
賠
償
可
能
な
財
産
損
害
を
意
味
す
る
。
も
っ
と
も
、
タ
イ
ル
の
張
替
え
費
用
は
、「
給
付
に
代
わ
る
」
損
害
賠
償
で
は
な
く
、
給
付
と
「
並
ん
だ
」
損
害
賠
償
と
し
て
賠
償
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
損
害
賠
償
請
求
権
は
、
既
に
終
局
的
に
発
生
し
て
お
り
、
し
か
も
課
せ
ら
れ
た
(
瑕
疵
な
き
タ
イ
ル
の)
給
付
が
可
能
で
あ
っ
て
も
否
定
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
瑕
疵
結
果
損
害
に
対
す
る
責
任
の
基
礎
は
民
法
第
二
八
〇
条
第
一
項
で
あ
り
、
標
準
的
な
義
務
違
反
は
同
第
四
三
三
条
第
一
項
第
二
文
に
も
と
づ
く
瑕
疵
な
き
物
の
給
付
義
務
違
反
で
あ
る
。
(
)
も
っ
と
も
、
こ
の
請
求
権
が
発
生
す
る
た
め
に
は
有
責
性
を
必
要
と
す
る
。
し
か
し
、
売
主
は
、
製
作
で
は
な
く
瑕
疵
な
き
物
の
給
付
の
み
を
負
担
し
、
製
造
者
は
売
主
の
義
務
圏
に
お
い
て
活
動
し
な
い
が
ゆ
え
に
売
主
の
履
行
補
助
者
で
は
な
い
か
ら
、
製
造
過
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付
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追
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務
の
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五
一
程
中
の
帰
責
性
は
考
慮
さ
れ
な
い
。
全
て
の
種
類
物
売
買
に
内
在
す
る
調
達
危
険
の
引
受
け
か
ら
は
、
こ
こ
で
の
「
瑕
疵
結
果
損
害
」
に
関
す
る
民
法
第
二
七
六
条
第
一
項
の
意
味
に
お
け
る
、
有
責
性
を
問
題
と
し
な
い
保
証(
G
aran
tie)
責
任
は
生
じ
な
い
。
と
い
う
の
は
、「
給
付
約
束
を
事
態
に
即
し
て
理
解
す
る
場
合
に
は｣
(
C
an
aris,
in
:
K
arlsru
h
e
r
F
o
ru
m
2
0
0
2
,
2
0
0
3
,
S
.
5
,
4
5
.)
(
)
売
主
に
は
、
直
ち
に
、
瑕
疵
な
き
物
の
給
付
義
務
違
反
の
結
果
に
つ
い
て
も
、
民
法
第
四
三
三
条
第
一
項
第
二
文
に
も
と
づ
い
て
有
責
性
に
関
係
な
く
保
証
す
る
意
思
が
あ
る
と
は
想
定
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
種
類
物
の
給
付
を
約
束
す
る
者
は
、
確
か
に
最
終
的
に
「
中
等
の
種
類
と
品
質
」
の
物
を
調
達
す
る
危
険
を
引
き
受
け
る
。
し
か
し
、
通
常
は
、
給
付
さ
れ
る
物
が
瑕
疵
な
き
こ
と
に
つ
い
て
、
有
責
性
な
し
に
保
証
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
限
り
で
、
特
別
の
保
証
引
受
け
が
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
売
主
の
有
責
性(




)
は
、
過
責(
V
e
rsch
u
ld
e
n)
の
形
式
で
の
み
、
す
な
わ
ち
故
意
ま
た
は
過
失
で
の
み
考
慮
さ
れ
る
。
し
か
し
、
売
主
に
は
検
査
義
務
は
課
せ
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
生
じ
た
推
定
(
第
二
八
〇
条
第
一
項
第
二
文)
は
、
瑕
疵
が
売
買
目
的
物
の
使
用
後
に
初
め
て
判
明
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
容
易
に
覆
さ
れ
る
。
(
)
４
最
後
に
、
除
去(
E
n
tfe
rn
u
n
g)
費
用
を
問
題
と
し
、
こ
の
問
題
を
、
従
来
、
解
除
の
場
合
の
原
状
回
復
の
局
面
に
お
い
て
議
論
さ
れ
て
き
た
論
理(
屋
根
瓦
事
件
判
決

の
法
理)
、
す
な
わ
ち
売
主
の
収
去
権(	










)
の
裏
返
し
と
し
て
の
収
去
義
務(
	










)
の
論
理
を
援
用
し
、
こ
の
論
理
は
、
追
完
の
局
面
に
お
い
て
、
よ
り
妥
当
す
る
と
し
て
、
こ
の
問
題
を
肯
定
的
に
評
価
す
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
批
評
の
大
要
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
(
)
瑕
疵
あ
る
タ
イ
ル
の
除
去
に
関
し
て
は
、
屋
根
瓦
事
件
判
決

の
残
り
の
部
分

が
重
要
で
あ
る
。
瑕
疵
あ
る
瓦
で
葺
か
れ
た
屋
根
か
ら
こ
の
瓦
を
剥
ぐ
こ
と(
A
b
d
e
ck
e
n)
の
義
務
の
問
題
本
件
で
は
瑕
疵
あ
る
タ
イ
ル
を
除
去
す
る
義
務
が
対
応
す
る
は
、
有
責
性
を
必
要
と
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
も
、「
契
約
費
用
」
の
賠
償
義
務
も
根
拠
と
は
さ
れ
ず
、
売
主
の
返
還
請
求
権
法と政治 64巻 2号 (2013年 7月)
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二
(




	



	
)
に
対
応
し
た
、
な
さ
れ
た
解
除
に
も
と
づ
く
買
主
の
収
去
請
求
権(





	




)
が
根
拠
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
売
主
は
、
こ
れ
に
よ
り
、
民
法
旧
第
四
六
七
条
第
一
文
、
旧
第
三
四
六
条
、
旧
第
三
四
八
条
に
も
と
づ
き
、
同
時
履
行
す
べ
き
代
金
の
返
還
と
、
瑕
疵
あ
る
瓦
の
か
か
る
返
還
請
求
権(
A
n
sp
ru
ch
au
f



	)
を
有
す
る
(
こ
の
請
求
権
は
、
新
法
で
は
、
第
四
三
七
条
第
二
号
、
第
三
二
三
条
、
第
三
四
六
条
第
一
項
、
第
三
四
八
条
か
ら
生
じ
る)
。
そ
の
場
合
、
買
主
の
こ
の
義
務
に
つ
い
て
の
履
行
場
所
(
よ
り
正
確
に
は
、「
給
付
場
所(
L
e
istu
n
g
sste
lle)｣)
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
そ
の
物
が
契
約
に
従
っ
て
存
在
す
る
場
所
、
す
な
わ
ち
家
の
屋
根
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、
こ
の
こ
と
が
買
主
の
特
別
の
利
益
に
相
応
す
る
場
合
に
は
、
売
主
の
収
去
請
求
権
か
ら
、
有
責
性
を
必
要
と
し
な
い
、
瑕
疵
あ
る
物
の
収
去
義
務
を
論
理
必
然
的
に
導
き(
B
G
H
Z
8
7
,
1
0
4
,
1
0
9
.)
(
)
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
売
主
の
、
瑕
疵
あ
る
物
の
取
外
し
義
務
に
到
達
す
る
。
屋
根
瓦
事
件
判
決
の
こ
の
観
点
は
、
新
法
の
下
で
も
維
持
で
き
る
。
解
除
権(
W
an
d
lu
n
g)
が
有
責
性
を
必
要
と
し
な
い
解
除
権(


)
に
代
わ
っ
て
も
同
様
で
あ
る
。
一
般
に
こ
の
こ
と
が
正
し
い
と
み
な
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
こ
と
は
当
然
の
帰
結
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
代
物
給
付
に
よ
る
追
完
請
求
権
の
問
題
に
も
転
用
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
売
主
が
瑕
疵
な
き
物
の
給
付
義
務
を
負
う
場
合
、
民
法
第
四
三
九
条
第
四
項
に
も
と
づ
き
、
解
除
の
場
合
と
同
様
に
、
解
除
規
律
に
従
い
、
追
完
と
同
時
履
行
で
、
瑕
疵
あ
る
物
の
取
戻
し(



	



)
請
求
権
に
至
る
。
解
除
権
の
場
合
と
同
様
に
、
こ
こ
で
も
、
こ
の
請
求
権
の
履
行
場
所
お
よ
び
そ
れ
に
対
応
す
る
収
去
義
務
の
履
行
場
所
の
問
い
が
立
て
ら
れ
る
。
こ
の
問
題
に
は
解
除
の
場
合
と
異
っ
て
答
え
る
理
由
は
存
在
し
な
い
。
ま
ず
、
買
主
は
目
的
物
を
解
除
に
お
い
て
ま
た
は
代
物
給
付
に
お
い
て
再
び

や
っ
か
い
払
い
に
す
る(
lo
sw
e
rd
e
n)

の
か
と
い
う
点
に
お
い
て
価
値
的
に
異
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
追
完
の
場
合
の
収
去
義
務
に
は
、
更
な
る
論
拠
が
提
供
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
追
完
の
目
的
は
、
解
除
の
場
合
と
異
な
り
、
現
実
に
契
約
に
合
致
し
た
状
態
を
も
た
ら
す
こ
と
で
あ
る
。
民
法
典
が
(
第
二
七
五
条
第
二
項
、
第
法と政治 64巻 2号 (2013年 7月)
瑕
疵
あ
る
物
を
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付
し
た
売
主
の
追
完
義
務
の
射
程
（
三)
343
五
三
三
項
、
第
四
三
九
条
第
三
項
で
拒
絶
権
を
留
保
し
て)
こ
の
た
め
に
必
要
な
費
用
を
、
有
責
性
を
必
要
と
し
な
い
で
売
主
に
負
担
さ
せ
、
買
主
は
瑕
疵
あ
る
物
お
よ
び
そ
の
除
去
に
つ
い
て
負
担
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
有
責
性
を
必
要
と
し
な
い
売
主
の
収
去
義
務
お
よ
び
そ
れ
に
よ
っ
て
屋
根
瓦

判
決
を
こ
の
問
題
に
転
用
す
る
こ
と
に
決
定
的
に
有
利
な
根
拠
を
提
供
す
る
。
タ
イ
ル
の
張
り
は
タ
イ
ル
の
用
途
ど
お
り
の
使
用
に
合
致
し
て
い
る
ゆ
え
に
、
本
件
の
場
合
、
民
法
第
四
三
九
条
第
一
項
に
も
と
づ
き
、
有
責
性
を
必
要
と
し
な
い
、
瑕
疵
あ
る
タ
イ
ル
の
除
去
請
求
権
が
存
在
す
る
が
(
こ
の
た
め
に
必
要
な
費
用
賠
償
請
求
権
は
、
履
行
に
代
わ
る
損
害
賠
償
と
し
て
民
法
第
二
八
〇
条
第
一
項
、
第
三
項
、
同
第
二
八
一
条
に
も
と
づ
き
期
間
の
徒
過
を
要
件
と
し
よ
う
。)
、
最
初
の
瑕
疵
あ
る
タ
イ
ル
の
張
り
ま
た
は
瑕
疵
な
き
タ
イ
ル
の
張
替
え
費
用
の
賠
償
請
求
権
は
存
在
し
な
い
。
後
者
は
、
民
法
第
二
八
〇
条
第
一
項
に
も
と
づ
き
損
害
賠
償
請
求
権
と
し
て
有
責
で
あ
る
場
合
に
の
み
賠
償
可
能
で
あ
る
。
四
問
題
の
体
系
的
、
論
点
的
整
理
１
以
上
、
下
級
審
判
決
と
こ
れ
に
対
す
る
ロ
ー
レ
ン
ツ
教
授
の
判
例
批
評
の
概
要
を
紹
介
し
た
。
こ
こ
に
は
、
瑕
疵
あ
る
種
類
物
動
産
売
買
に
お
け
る
追
完
の
一
方
法
と
し
て
の
代
物
給
付
の
場
合
に
お
け
る
、
瑕
疵
あ
る
動
産
の
取
外
し
義
務
お
よ
び
代
物
の
取
付
け
義
務
(
以
下
、
単
に
、
取
外
し
義
務
、
取
付
け
義
務
と
い
う
。)
の
許
否
(
肯
否)
の
問
題
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
体
系
的
、
論
理
的
観
点
か
ら
考
察
さ
れ
る
べ
き
論
点
が
伏
在
し
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
今
後
の
ド
イ
ツ
の
判
例
学
説
の
検
討
の
た
め
の
基
本
的
視
点
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
、
簡
単
に
そ
の
要
点
を
記
し
て
お
こ
う
。
２
本
来
的
履
行
請
求
権
と
追
完
請
求
権
と
の
関
係
第
一
に
、
本
来
的
履
行
請
求
権
(
瑕
疵
な
き
物
(
種
類
物)
の
給
付)
と
追
完
請
求
権
(
代
物
給
付)
と
の
関
係
を
如
何
に
理
解
す
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
追
完
請
求
権
は
本
来
的
履
行
請
求
権
の
範
囲
を
超
え
得
る
の
か
、
と
い
う
問
題
と
し
て
具
体
化
す
る
。
こ
れ
は
、
民
法
典
の
体
系
上
、
債
権
総
論
(
総
則)
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四
の
分
野
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
３
追
完
と
損
害
賠
償
と
の
関
係
第
二
に
、
追
完
の
範
囲
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
場
合
、
そ
れ
は
不
完
全
履
行
に
お
け
る
損
害
賠
償
の
問
題
と
の
関
係
を
如
何
に
理
解
す
る
の
か
と
い
う
問
題
と
関
連
す
る
。
取
外
し
義
務
、
取
付
け
義
務
の
費
用
の
問
題
を
、
損
害
賠
償
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
場
合
、
こ
れ
は
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
な
の
か
、
給
付
と
並
ん
だ
損
害
賠
償
な
の
か
、
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
瑕
疵
結
果
損
害
な
の
か
。
こ
の
問
題
を
追
完
の
範
囲
の
問
題
と
捉
え
る
か
、
損
害
賠
償
の
問
題
と
捉
え
る
の
か
に
よ
っ
て
最
も
大
き
な
差
異
を
生
ず
る
の
は
、
そ
の
要
件
面
で
あ
る
。
前
者
の
場
合
に
は
有
責
性
を
必
要
と
な
い
の
に
対
し
、
後
者
の
場
合
は
有
責
性
を
必
要
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
民
法
典
の
体
系
上
、
債
権
総
論
の
分
野
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
４
売
買
と
請
負
と
の
契
約
類
型
の
意
義
第
三
に
、
と
り
わ
け
取
付
け
義
務
の
許
否
の
問
題
に
お
い
て
は
、
売
買
契
約
と
請
負
契
約
と
い
う
、
契
約
と
し
て
の
類
型
的
差
異
を
ど
こ
ま
で
、
ま
た
ど
の
程
度
重
視
す
る
の
か
、
と
い
う
問
題
と
密
接
に
関
連
す
る
こ
と
に
な
る
。
取
付
け
義
務
を
認
め
る
な
ら
ば
、
追
完
レ
ベ
ル
に
お
い
て
で
は
あ
る
が
、
単
に
代
物
を
給
付
す
る
に
留
ま
ら
ず
、
代
物
を
使
用
し
て
新
た
な
物
(
タ
イ
ル
床)
を
製
作
す
る
と
い
う
仕
事
の
完
成
に
至
る
。
こ
れ
は
、
民
法
典
の
体
系
上
、
債
権
各
論
(
各
則)
の
分
野
の
契
約
法
に
お
け
る
契
約
類
型
の
意
義
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
５
「
契
約
費
用｣
、｢
追
完
費
用
」
と
の
関
係
第
四
に
、
取
外
し
義
務
、
取
付
け
義
務
の
問
題
を
、
そ
れ
ら
に
要
す
る
費
用
に
着
目
す
る
場
合
、
こ
れ
は
、「
契
約
費
用
」
と
関
連
す
る
。
日
本
民
法
に
お
い
て
は
、(
売
買)
契
約
費
用
は
平
等
割
合
負
担
と
し
(
第
五
五
八
条)
、
弁
済
費
用
は
債
務
者
負
担
で
あ
る
(
第
四
八
五
条)
。
ド
イ
ツ
民
法
で
は
、
債
務
法
現
代
化
法
の
過
程
で
、
有
責
性
を
必
要
と
し
な
い
「
契
約
費
用
」
に
関
す
る
規
定
(
旧
第
四
六
七
条
第
二
文)
は
削
除
さ
れ
、
こ
れ
は
、
無
駄
に
な
っ
た
費
用
と
し
て
、
第
二
八
四
条
で
有
責
性
を
要
件
と
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
、
追
完
に
関
し
て
は
、「
運
送
費
、
交
通
費
、
労
働
費
お
よ
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び
材
料
費
」
を
挙
げ
て
こ
れ
ら
を
「
追
完
費
用
」
と
し
、
売
主
負
担
と
し
て
い
る
(
第
四
三
九
条
第
二
項)
。
と
り
わ
け
、
こ
こ
で
は
、
債
務
法
現
代
化
法
に
お
い
て
新
た
に
規
定
さ
れ
た
「
追
完
費
用
」
規
定
(
第
四
三
九
条
第
二
項)
の
法
的
性
質
、
内
容
を
如
何
に
理
解
す
る
の
か
が
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
具
体
的
に
は
、
債
権
総
論
に
位
置
す
る
損
害
賠
償
と
、
債
権
各
論
の
契
約
類
型
に
個
別
的
に
規
定
さ
れ
る
追
完
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
有
責
性
の
要
否
、「
追
完
費
用
」
の
範
囲
が
問
題
と
な
る
。
６
「
履
行
場
所
」
と
の
関
係
最
後
に
、
第
五
と
し
て
、
取
外
し
義
務
、
取
付
け
義
務
の
う
ち
、
取
外
し
義
務
の
問
題
が
、
追
完
の
履
行
場
所
(
弁
済
場
所)
と
の
関
係
で
問
題
と
な
る
。
こ
の
問
題
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
契
約
の
解
除
の
場
合
の
原
状
回
復
に
お
い
て
問
題
と
な
り
、
売
主
の
買
主
に
対
す
る
返
還
請
求
権
の
行
使
場
所
、
す
な
わ
ち
買
主
の
履
行
場
所
の
問
題
と
し
て
議
論
さ
れ
て
き
た
も
の
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
売
主
の
返
還
請
求
権
の
裏
返
し
と
し
て
売
主
の
収
去
義
務
を
導
き
、
こ
れ
が
、
追
完
の
前
提
と
し
て
、
瑕
疵
あ
る
物
の
返
還
の
場
合
に
転
用
さ
れ
得
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
問
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
。「
履
行
場
所｣
、
「
弁
済
の
場
所
」
の
問
題
は
、
債
権
総
論
の
分
野
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
問
題
で
あ
る
。
五
展
開
追
完
の
限
界(
過
分
の
費
用)
論
さ
て
、
以
上
の
整
理
に
加
え
、
今
一
つ
の
論
点
を
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
仮
に
取
外
し
義
務
、
取
付
け
義
務
が
追
完
(
代
物
給
付)
請
求
権
の
内
容
に
含
ま
れ
る
と
し
た
場
合
に
更
に
問
題
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
売
主
は
、
こ
の
場
合
、
過
分
の
費
用
を
理
由
と
し
て
追
完
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
る
(
第
四
三
九
条
第
三
項)
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
と
り
わ
け
、
前
述
し
た
複
数
の
視
点
の
う
ち
、
取
外
し
義
務
、
取
付
け
義
務
の
問
題
を
、
追
完
と
損
害
賠
償
と
の
棲
み
分
け
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
こ
れ
ら
の
義
務
を
追
完
の
領
域
で
問
題
と
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
買
主
は
売
主
の
有
責
性
を
問
題
と
す
る
こ
と
な
く
請
求
し
得
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
他
方
に
お
い
て
、
売
主
に
多
大
な
負
担
を
強
い
る
こ
と
に
な
り
得
る
。
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六
そ
こ
で
、
こ
の
場
合
の
売
主
の
反
論
(
抗
弁)
と
し
て
存
在
す
る
の
が
、
過
分
の
費
用
を
理
由
と
し
た
追
完
拒
絶
権
で
あ
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
確
か
に
、
既
に
紹
介
し
た
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
上
級
地
方
裁
判
所
の
判
決
に
お
い
て
も
俎
上
に
乗
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
点
で
の
ロ
ー
レ
ン
ツ
教
授
の
関
心
事
は
、
主
と
し
て
代
物
給
付
と
し
て
の
追
完
内
容
と
損
害
賠
償
と
の
区
別
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
追
完
の
可
能
性
を
前
提
と
し
た
場
合
に
問
題
と
な
る
、
過
分
性
を
根
拠
と
し
た
、
売
主
の
追
完
拒
絶
権
の
問
題
に
は
言
及
が
な
い
。
こ
の
よ
う
な
論
調
は
、
こ
の
あ
と
紹
介
す
る
、
Ｅ
ｕ
Ｇ
Ｈ
の
判
決
以
前
の
Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
判
決
(
寄
せ
木
張
り
用
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材
判
決
(
二
〇
〇
八
年
七
月
一
五
日))
に
お
い
て
も
同
様
で
、
そ
こ
で
も
判
決
の
当
然
の
帰
結
と
し
て
問
題
と
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
僅
か
半
年
後
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
自
身
に
お
い
て
も
意
識
さ
れ
る
に
至
り
、
既
に
第
二
章
第
二
節
で
紹
介
し
た
よ
う
に
(
床
タ
イ
ル
事
件)
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
自
身
が
、
原
審
(
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
上
級
地
方
裁
判
所)
が
代
物
給
付
に
お
い
て
取
外
し
義
務
(
費
用)
を
肯
定
し
た
こ
と
に
関
連
し
て
問
題
視
し
、
そ
の
結
果
、
Ｅ
ｕ
Ｇ
Ｈ
に
付
託
し
た
(
二
〇
〇
九
年
一
月
一
五
日)
こ
と
に
よ
り
、
最
上
級
審
裁
判
所
に
よ
り
、
改
め
て
顕
在
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
代
物
給
付
に
加
え
て
取
外
し
費
用
を
認
め
た
場
合
、
売
主
に
と
っ
て
は
過
分
の
費
用
を
理
由
と
し
た
追
完
拒
絶
は
、
非
常
に
重
要
な
対
抗
手
段
と
な
り
、
こ
の
点
で
照
準
が
当
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
場
合
の
論
点
は
、
過
分
性
の
判
断
基
準
(
相
対
的
過
分
性
と
絶
対
的
過
分
性)
で
あ
る
。
こ
の
、
売
主
の
追
完
拒
絶
権
(
民
法
第
四
三
九
条
第
三
項)
は
、
請
負
人
の
追
完
拒
絶
権
(
同
第
六
三
五
条
第
三
項)
と
共
に
契
約
法
上
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
追
完
拒
絶
権
は
、
規
定
自
体
に
あ
る
よ
う
に
、
債
権
総
論
の
分
野
に
お
け
る
債
務
者
の
給
付
義
務
の
排
除
(
限
界)
に
関
連
す
る
民
法
第
二
七
五
条
第
二
項
、
第
三
項
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
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七
要
な
特
徴
は
、
給
付
拒
絶
権
(
抗
弁
構
成)
の
要
件
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
追
完
拒
絶
権
は
、
代
物
給
付
の
場
合
に
お
い
て
取
外
し
義
務
を
認
め
る
と
き
、
極
め
て
重
要
な
論
点
と
な
る
。
し
か
も
、
こ
の
追
完
拒
絶
権
は
、
債
権
総
論
の
分
野
(
民
法
第
二
七
五
条
第
二
項
、
第
三
項)
と
も
密
接
に
関
連
し
て
い
る
問
題
で
あ
る
。
六
既
に
示
唆
し
た
如
く
、
以
下
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
判
例
お
よ
び
学
説
の
整
理
に
つ
い
て
は
、
概
ね
以
上
の
諸
点
に
(
常
に
全
て
を
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
が)
着
目
し
つ
つ
、
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
第
二
節
Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
三
判
例
一
は
じ
め
に
さ
て
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
論
に
お
い
て
先
ず
判
例
を
採
り
上
げ
る
背
景
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
こ
う
。
追
完
と
し
て
の
代
物
給
付
の
場
合
に
お
け
る
売
主
の
取
外
し
義
務
、
取
付
け
義
務
に
関
し
、
債
務
法
現
代
化
法
発
効
後
僅
か
一
〇
年
の
間
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
こ
の
問
題
に
実
質
的
に
は
四
度
取
り
組
む
こ
と
と
な
る
。
具
体
的
に
は
、
Ｅ
ｕ
Ｇ
Ｈ
の
判
決
前
に
下
さ
れ
た
判
決
、
第
二
章
に
お
い
て
紹
介
し
た
Ｅ
ｕ
Ｇ
Ｈ
の
判
決
を
求
め
て
手
続
を
中
断
し
た
Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
判
断
、
Ｅ
ｕ
Ｇ
Ｈ
の
判
決
後
、
こ
れ
を
承
け
て
改
め
て
な
さ
れ
た
事
後
の
判
決
、
お
よ
び
、
以
上
の
判
決
を
前
提
と
し
て
新
た
に
独
立
に
な
さ
れ
た
判
決
が
、
そ
れ
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
Ｅ
ｕ
Ｇ
Ｈ
に
付
託
す
る
以
前
に
な
さ
れ
た
Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
判
決
、
Ｅ
ｕ
Ｇ
Ｈ
に
付
託
し
た
Ｂ
Ｇ
Ｈ
が
そ
の
後
Ｅ
ｕ
Ｇ
Ｈ
の
判
決
を
承
け
て
な
さ
れ
た
判
決
、
お
よ
び
新
た
に
独
立
に
な
さ
れ
た
判
決
の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
に
お
け
る
現
状
の
到
達
点
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
こ
こ
で
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
が
、
Ｅ
ｕ
Ｇ
Ｈ
に
よ
る
消
費
用
動
産
売
買
指
令
の
解
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八
釈
お
よ
び
債
務
法
現
代
化
法
制
定
に
際
し
て
の
立
法
者
意
思
に
拘
束
さ
れ
て
、
国
内
法
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
も
、
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
の
判
例
に
お
い
て
は
、
判
決
文
に
お
い
て
学
説
が
援
用
さ
れ
、
そ
の
議
論
に
依
拠
し
つ
つ
判
決
が
な
さ
れ
る
の
が
通
常
あ
り
、
学
説
が
判
例
に
与
え
る
影
響
が
、
名
実
と
も
に
重
大
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
直
接
的
か
つ
有
形
的
で
あ
る
。
本
件
に
お
い
て
も
夥
し
い
学
説
が
参
照
さ
れ
て
お
り
、
例
外
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
こ
れ
ら
の
判
決
に
は
、
学
説
の
影
響
が
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
こ
と
は
、
否
定
で
き
な
い
。
こ
の
点
を
承
知
の
上
で
、
以
下
で
の
判
例
紹
介
に
お
い
て
は
、
ひ
と
ま
ず
学
説
を
捨
象
し
、
判
決
の
論
理
を
整
理
す
る
こ
と
を
予
め
お
断
り
し
て
お
く
。
二
寄
せ
木
張
り
用
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材(




	
)
事
件
判
決
(
)
１
事
案
の
概
要
原
告
(
買
主)
は
、
住
宅
と
庭
用
の
材
木
を
販
売
す
る
被
告
(
売
主)
か
ら
、
被
告
が
製
造
し
て
い
な
い
、
ブ
ナ
張
り
の
二
層
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材
と
、
台
座
用
の
角
材
と
を
一
五
一
四
、二
二
ユ
ー
ロ
で
買
っ
た
。
原
告
は
、
床
張
り
職
人
に
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材
を
居
間
と
台
所
に
張
ら
せ
た
。
そ
の
後
、
張
っ
た
平
面
の
約
半
分
に
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材
の
ブ
ナ
張
り
の
層
が
下
層
の
軟
層
部
分
か
ら
剥
が
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
は
、
製
作
者
の
仕
事
で
の
、
二
層
の
不
充
分
な
接
着
と
い
う
、
製
造
の
欠
陥
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
原
告
は
被
告
に
、「
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材
を
交
換
す
る
」
よ
う
要
求
し
た
。
し
か
し
、
被
告
は
こ
れ
を
行
わ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
原
告
は
、
最
終
的
に
、
三
〇
九
七
、二
七
ユ
ー
ロ
の
う
ち
、
未
払
い
の
代
金
一
五
一
四
、二
二
ユ
ー
ル
を
控
除
し
た
一
五
八
三
、〇
五
ユ
ー
ロ
に
利
息
を
付
け
て
訴
求
し
た
。
そ
の
際
、
新
規
に
調
達
さ
れ
る
べ
き
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材
の
張
替
え
費
用
が
問
題
と
な
っ
た
。
裁
判
所
は
、
訴
え
を
棄
却
し
た
。
一
二
五
九
、七
〇
ユ
ー
ロ
に
利
息
を
つ
け
た
更
な
る
請
求
を
伴
っ
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五
九
た
原
告
の
控
訴
も
棄
却
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
原
告
は
上
告
し
た
。
２
判
旨
上
告
棄
却
。
(
１)
判
旨
は
ま
ず
、
以
下
の
よ
う
に
、
本
来
的
履
行
請
求
権
と
追
完
請
求
権
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
両
者
の
内
容
が
同
一
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
追
完
の
内
容
も
本
来
的
履
行
請
求
権
と
同
一
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
売
主
の
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
追
完
を
位
置
づ
け
る
。
民
法
第
四
三
九
条
第
一
項
に
も
と
づ
く
追
完
請
求
権
の
場
合
に
は
、
民
法
第
四
三
三
条
第
一
項
に
も
と
づ
く
本
来
的
履
行
請
求
権
の
修
正
が
問
題
と
な
る(
B
T
-D
ru
ck
s.
1
4
/6
0
4
0
,
S
.
2
2
1)
。
民
法
第
四
三
九
条
第
一
項
に
お
い
て
追
完
の
二
つ
の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い
る
、
瑕
疵
な
き
物
の
給
付
は
、
既
に
民
法
上
の
定
式
化
か
ら
生
じ
る
よ
う
に
、
売
主
が
負
担
し
て
い
る
給
付
に
関
し
、
追
完
請
求
権
と
本
来
的
履
行
請
求
権
は
一
致
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
単
に
、
最
初
に
給
付
さ
れ
た
、
瑕
疵
あ
る
目
的
物
に
代
え
て
、
今
や
、
瑕
疵
な
き
―
そ
の
他
の
点
で
は
同
種
、
同
価
値
の
―
物
を
給
付
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
代
物
給
付
は
、
売
主
が
民
法
第
四
三
三
条
第
一
項
、
第
二
項
に
も
と
づ
い
て
義
務
を
負
っ
て
い
る
給
付
の
完
全
な
繰
り
返
し
を
要
求
し
て
い
る
。
売
主
は
、
再
度
、
瑕
疵
な
き
物
に
つ
い
て
、
占
有
の
引
渡
し
と
所
有
権
の
譲
渡
を
負
担
し
、
そ
れ
以
下
で
も
そ
れ
以
上
で
も
な
い
。
と
い
う
の
も
、
民
法
上
の
構
想
に
よ
れ
ば
、
民
法
第
四
三
三
条
第
一
項
に
も
と
づ
く
売
主
の
義
務
の
事
後
的
履
行
は
、
単
に
追
完
に
よ
っ
て
貫
徹
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
買
主
は
、
追
完
に
よ
り
契
約
上
請
求
で
き
る
こ
と
を
保
持
す
べ
き
で
あ
る(
B
T
-D
ru
ck
s.
1
4
/6
0
4
0
,
S
.
2
2
1
;
B
G
H
Z
1
6
2
,
2
1
9
[
2
2
7]
＝N
JW
2
0
0
5
,
1
3
4
8)
(
)
。
追
完
制
度
に
よ
り
、
売
主
に
は
、
契
約
の
解
消
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
経
済
的
不
利
益
を
回
避
す
る
た
め
に
、
瑕
疵
除
去
ま
た
は
瑕
疵
な
き
物
の
給
付
に
よ
る
、
民
法
第
四
三
三
条
第
一
項
第
二
文
に
も
と
づ
く
義
務
を
―
た
と
え
二
度
目
に
お
い
て
初
め
て
で
あ
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〇
る
と
し
て
も
―
な
お
履
行
す
る
最
後
の

チ
ャ
ン
ス
が
認
め
ら
れ
て
い
る
(
B
T
-D
ru
ck
s.
1
4
/6
0
4
0
,
S
.
2
2
1
;
B
G
H
Z
1
6
2
,
2
1
9
[
2
2
7]
＝N
JW
2
0
0
5
,
1
3
4
8)
(
)
。
(
２)
そ
の
う
え
で
、
つ
ぎ
に
、
追
完
(
代
物
給
付)
に
よ
り
履
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
、
財
産
損
害
ま
た
は
費
用
(
取
外
し
費
用
、
取
付
け
費
用)
の
填
補
方
法
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
売
主
が
買
主
に
瑕
疵
な
き
物
を
与
え
る
と
い
う
、
民
法
第
四
三
三
条
第
一
項
第
二
文
の
義
務
を
、
最
初
の
履
行
の
試
み
で
は
な
く
後
の
時
点
で
初
め
て
履
行
す
る
こ
と
に
よ
り
買
主
に
生
じ
た
財
産
損
害
ま
た
は
費
用
は
、
追
完
の
方
法
で
は
な
く
民
法
第
二
八
〇
条
以
下
に
も
と
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
ま
た
は
費
用
賠
償
請
求
権
に
お
い
て
の
み
除
去
さ
れ
る
か
埋
め
合
わ
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
(
)
(
３)
ま
た
、
前
記
費
用
と
民
法
第
四
三
九
条
第
二
項
の
追
完
費
用
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
①
原
告
に
よ
り
主
張
さ
れ
た
損
害
賠
償
請
求
権
は
、
売
主
が
負
担
す
べ
き
追
完
費
用
に
関
す
る
民
法
第
四
三
九
条
第
二
項
の
規
律
か
ら
は
導
か
れ
得
な
い
。
そ
こ
か
ら
は
、
代
物
給
付
さ
れ
た
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材
を
張
る
費
用
が
こ
の
規
定
の
費
用
に
含
ま
れ
る
こ
と
は
生
じ
な
い
。
民
法
第
四
三
九
条
第
二
項
は
、
同
第
四
三
九
条
第
一
項
に
も
と
づ
く
追
完
を
貫
徹
す
る
た
め
に
必
要
な
費
用
、
と
り
わ
け
、
運
送
費
、
交
通
費
、
労
働
費
お
よ
び
材
料
費
の
規
律
の
み
を
対
象
と
し
て
お
り
、
民
法
第
四
三
九
条
第
一
項
に
規
定
し
て
い
る
範
囲
を
超
え
て
追
完
の
給
付
範
囲
を
拡
大
す
る
も
の
で
は
な
い
。
(
)
②
以
上
か
ら
更
に
、
民
法
第
四
三
九
条
第
一
項
の
「
追
完
」
の
範
囲
を
、
本
件
と
の
関
係
で
以
下
の
よ
う
に
判
断
す
る
。
瑕
疵
な
き
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材
の
代
物
給
付
の
場
合
に
は
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材
の
張
替
え
は
民
法
第
四
三
九
条
第
一
項
の
追
完
に
は
含
ま
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
同
第
四
三
九
条
第
一
項
、
同
第
四
三
三
条
第
一
項
に
も
と
づ
い
て
課
せ
ら
れ
る
代
物
給
付
の
範
囲
は
、
瑕
疵
な
き
物
に
つ
い
て
の
占
有
と
所
有
権
を
取
得
さ
せ
る
こ
と
に
限
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
民
法
第
四
三
九
条
第
一
項
に
も
と
づ
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一
く
、
被
告
の
義
務
は
、
瑕
疵
な
き
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材
の
張
替
え
に
は
拡
張
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
被
告
は
民
法
第
四
三
九
条
第
二
項
に
も
と
づ
き
、
張
り
の
た
め
に
発
生
し
た
労
働
費
を
負
担
す
る
必
要
は
な
い
。
(
)
③
そ
し
て
、
以
上
の
よ
う
に
し
て
、
民
法
第
四
三
九
条
第
二
項
に
も
と
づ
く
費
用
負
担
義
務
を
、
同
第
四
三
九
条
第
一
項
に
も
と
づ
く
追
完
の
給
付
対
象
に
制
限
す
る
こ
と
は
、
立
法
資
料
か
(
)
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
、
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
敷
衍
す
る
。
民
法
第
四
三
九
条
第
二
項
の
規
律
は
、
同
旧
第
四
七
六
ａ
条
第
一
文
の
規
定
を
受
け
継
ぎ
、
消
費
用
動
産
売
買
指
令
第
三
条
第
四
項
に
対
応
し
て
い
る
。
同
様
に
、
民
法
旧
第
四
七
六
ａ
条
第
一
文
お
よ
び
消
費
用
動
産
売
買
指
令
第
三
条
第
四
項
か
ら
判
明
す
る
こ
と
は
、
売
主
の
費
用
負
担
義
務
は
、
―
同
第
四
三
九
条
第
一
項
、
同
第
二
項
と
同
じ
く
―
売
主
が
「
修
補
」
と
し
て
(
同
旧
第
四
七
六
ａ
条
第
一
文)
も
し
く
は
「
消
費
用
動
産
を
契
約
に
合
致
し
た
状
態
と
す
る
こ
と
」
と
し
て
負
担
し
て
い
る
こ
と
の
み
に
関
係
し
て
お
り
、
修
補
合
意
(
同
旧
第
四
七
六
ａ
条
第
一
文)
ま
た
は
消
費
用
動
産
売
買
指
令
第
三
条
第
二
項
、
第
三
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
、
売
主
の
給
付
義
務
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
。
(
)
(
４)
そ
れ
で
は
、
以
上
の
内
容
と
、
消
費
用
動
産
売
買
指
令
と
の
関
係
は
ど
う
か
。
指
令
第
三
条
第
二
項
に
よ
れ
ば
、
消
費
者
は
、
消
費
用
動
産
の
契
約
違
反
の
場
合
、
無
償
で
消
費
用
動
産
を
契
約
に
合
致
し
た
状
態
と
す
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
た
請
求
権
を
有
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
指
令
第
三
条
第
三
項
は
、
無
償
の
修
補
請
求
権
ま
た
は
無
償
の
代
物
給
付
を
予
定
し
て
い
る
。
こ
の
規
律
の
目
的
は
、
修
補
ま
た
は
代
物
給
付
に
よ
り
、
消
費
者
を
、
売
主
が
最
初
の
契
約
に
合
致
し
た
給
付
の
状
態
に
置
く
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
か
ら
導
か
れ
る
こ
と
は
、
単
に
、
売
主
は
、
指
令
第
三
条
第
四
項
に
も
と
づ
き
、
代
物
給
付
に
よ
り
契
約
に
合
致
し
た
状
態
に
す
る
た
め
に
必
要
な
全
費
用
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
す
な
わ
ち
契
約
に
合
致
し
た
状
態
に
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
以
上
の
給
付
を
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と
の
み
で
あ
り
、
例
え
ば
、
瑕
疵
あ
る
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二
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材
に
つ
い
て
の
売
主
の
義
務
は
、
瑕
疵
な
き
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材
の
代
物
給
付
を
超
え
、
売
主
が
売
買
契
約
に
も
と
づ
い
て
は
負
担
し
て
い
な
い
義
務
で
あ
る
、
契
約
に
合
致
し
た
状
態
と
す
る
こ
と
に
は
含
ま
れ
な
い
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材
の
張
替
え
に
ま
で
は
拡
大
さ
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
(
)
(
５)
そ
れ
で
は
、「
契
約
費
用
」
と
の
関
係
は
ど
う
か
。
判
旨
は
、
こ
の
点
に
つ
き
、
上
告
は
民
法
旧
第
四
六
七
条
第
二
文
に
つ
い
て
下
さ
れ
た
一
九
八
三
年
三
月
九
日
判
決(
B
G
H
Z
8
7
,
1
0
4
＝N
JW
1
9
8
3
,
1
4
7
9)
を
援
用
す
る
が
、
無
駄
で
あ
る
、
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
こ
の
判
決
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
瑕
疵
あ
る
屋
根
瓦
を
葺
く
費
用
を
、
売
主
が
買
主
に
売
買
契
約
の
解
除
の
場
合
に
こ
の
規
定
に
従
い
有
責
性
を
必
要
と
せ
ず
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
民
法
旧
第
四
六
七
条
第
二
文
の
意
味
で
の
契
約
費
用
と
み
な
し
た
。
(
)
し
か
し
な
が
ら
、
同
条
項
は
、
債
務
法
現
代
化
法
の
動
き
の
中
で
削
除
さ
れ
、
し
か
も
民
法
第
四
三
九
条
第
二
項
の
費
用
規
律
に
も
表
現
さ
れ
て
い
な
い
。
と
い
う
の
も
、
民
法
第
四
三
九
条
第
二
項
は
、
詳
述
し
た
よ
う
に
、
同
旧
第
四
六
七
条
第
二
文
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
く
、
同
旧
第
四
七
六
ａ
条
第
一
文
お
よ
び
消
費
用
動
産
売
買
指
令
第
三
条
第
四
項
に
由
来
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
(
)
そ
れ
ゆ
え
、
民
事
部
に
よ
る
、
民
法
旧
第
四
六
七
条
第
二
文
の
意
味
に
お
け
る
契
約
費
用
概
念
の
拡
大
解
釈
を
、
売
主
の
義
務
の
範
囲
の
解
釈
に
つ
い
て
、
同
第
四
三
九
条
第
一
項
、
第
二
項
に
も
と
づ
く
追
完
に
持
ち
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
民
法
旧
第
四
六
七
条
第
二
文
の
意
味
に
お
け
る
契
約
費
用
は
、
債
務
法
現
代
化
法
に
よ
り
、
も
は
や
有
責
性
を
必
要
と
し
な
い
で
支
払
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
今
や
、
買
主
が
同
第
二
八
四
条
に
も
と
づ
き
、
そ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
要
件
の
も
と
で
補
償
さ
れ
得
る
費
用
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
(
)(
)
(
６)
最
後
に
、
追
完
の
履
行
場
所
(
屋
根
瓦
事
件
判
決)
と
の
関
係
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
言
及
し
、
こ
こ
か
ら
は
原
告
の
利
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三
益
は
読
み
取
れ
な
い
、
と
す
る
。
確
か
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、
請
負
契
約
に
つ
い
て
、
旧
法
と
同
様
に
新
法
に
従
い
、
物
が
瑕
疵
担
保
の
時
点
で
規
定
通
り
に
存
在
し
て
い
る
場
所
を
瑕
疵
担
保
の
履
行
場
所
(
民
法
第
二
六
九
条)
と
み
な
す
べ
で
あ
る
と
判
断
し
た(
B
G
H
,
N
JW
-R
R
2
0
0
8
,
7
2
4
R
d
n
r.
1
3
売
買
法
上
の
追
完
請
求
権
に
つ
い
て
、O
L
G






N
JW
2
0
0
6
,
4
4
9
に
関
連
し
て
。)
。
こ
の
こ
と
が
、
動
産
売
買
の
場
合
の
追
完
に
つ
い
て
も
無
制
限
に
妥
当
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
こ
こ
で
判
断
す
る
必
要
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
、
履
行
場
所
の
規
定
か
ら
は
、
売
主
が
こ
の
場
所
で
民
法
第
四
三
九
条
第
一
項
に
も
と
づ
く
代
物
給
付
の
場
合
に
、
同
第
四
三
三
条
第
一
項
に
も
と
づ
く
瑕
疵
な
き
物
に
つ
い
て
の
占
有
と
所
有
権
を
取
得
さ
せ
る
以
上
に
、
例
え
ば
、
新
規
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材
を
張
り
替
え
る
義
務
を
負
う
こ
と
は
導
か
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
(
)
３
判
旨
の
整
理
・
要
約
(
１)
本
判
決
の
判
決
要
旨
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
以
下
の
二
点
で
あ
る
。
第
一
、
瑕
疵
あ
る
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材
の
売
主
は
、
代
物
給
付
に
よ
る
追
完
方
法
に
お
い
て
は
(
民
法
第
四
三
九
条
第
一
項)
、
瑕
疵
な
き
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材
の
給
付
、
す
な
わ
ち
瑕
疵
な
き
売
買
目
的
物
の
占
有
と
所
有
権
を
取
得
さ
せ
る
こ
と
の
み
を
負
担
す
る
。
売
主
は
、
買
主
が
瑕
疵
あ
る
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材
を
既
に
張
っ
て
い
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
代
物
給
付
さ
れ
た
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材
の
張
替
え
義
務
を
負
わ
な
い
。
第
二
、
買
主
が
瑕
疵
の
除
去
前
に
自
身
の
費
用
で
剥
が
し
た
、
瑕
疵
あ
る
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材
の
売
主
の
責
任
は
、
瑕
疵
な
き
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材
の
張
替
え
費
用
と
し
て
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
(
民
法
第
四
三
七
条
第
三
号
、
第
二
八
〇
条
第
一
項
第
三
号
、
第
二
八
一
条
以
下)
の
観
点
の
下
で
の
み
問
題
と
な
る
。
売
主
は
、
瑕
疵
あ
る
給
付
に
よ
る
義
務
違
反
(
民
法
第
二
八
〇
条
第
一
項
第
一
号
、
第
四
三
三
条
第
一
項
第
二
号)
に
つ
き
責
め
に
帰
す
べ
き
で
な
い
場
合
に
は
責
任
を
負
わ
な
い
(
民
法
第
二
八
〇
条
第
一
項
第
一
号)
。
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四
(２)
以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
判
決
は
、
本
来
的
履
行
請
求
権
(
民
法
第
四
三
三
条
第
一
項)
と
代
物
給
付
と
し
て
の
追
完
請
求
権
(
民
法
第
四
三
九
条
第
一
項)
と
を
同
一
視
し
、
そ
の
内
容
を
、
売
買
目
的
物
の
引
渡
し
(
占
有
移
転)
と
所
有
権
移
転
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
売
主
は
追
完
義
務
と
し
て
取
付
け
義
務
を
負
う
こ
と
は
な
い
と
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
取
付
け
(
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材
の
張
替
え)
費
用
は
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
の
問
題
と
し
て
処
理
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
枠
組
を
前
提
と
し
て
以
下
の
諸
点
を
帰
結
す
る
。
取
付
け
費
用
は
、
民
法
第
四
三
九
条
第
二
項
の
「
追
完
費
用
」
に
は
含
ま
れ
ず
、
ま
た
、
消
費
用
動
産
売
買
指
令
第
三
条
第
二
項
に
い
う
無
償
で
契
約
に
合
致
し
た
状
態
に
お
く

こ
と
の
な
か
に
も
含
ま
れ
な
い
。
ま
た
、
契
約
費
用
と
の
関
係
で
は
、
こ
の
規
定
は
、
今
や
、
有
責
性
を
必
要
と
す
る
民
法
第
二
八
四
条
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
ゆ
え
、
問
題
と
な
ら
な
い
。
最
後
に
、
追
完
の
履
行
場
所
の
問
題
か
ら
は
、
引
渡
し
お
よ
び
所
有
権
移
転
を
超
え
て
、
取
付
け
義
務
ま
で
は
導
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
三
Ｂ
Ｇ
Ｈ
二
〇
一
一
年
一
二
月
二
一
日
判
決(
床
タ
イ
ル
判
決)
(
)
１
本
判
決
の
事
案
は
、
既
に
第
二
章
第
二
節
に
お
い
て
簡
単
に
紹
介
し
、
そ
こ
に
お
い
て
、
Ｅ
ｕ
Ｇ
Ｈ
の
判
決
も
紹
介
し
た
。
本
判
決
は
、
こ
の
Ｅ
ｕ
Ｇ
Ｈ
の
判
決
を
承
け
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
が
、
改
め
て
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
判
決
の
論
点
と
要
点
を
把
握
す
る
た
め
に
、
判
決
要
旨
を
掲
げ
て
お
こ
う
。
以
下
の
よ
う
に
三
点
あ
る
。
第
一
、
民
法
第
四
三
九
条
第
一
項
後
段
は
、
消
費
用
動
産
売
買
指
令
(
以
下
、
単
に
指
令
と
い
う
。)
に
一
致
し
て
、
そ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
瑕
疵
な
き
物
の
給
付

と
い
う
追
完
方
法
は
、
瑕
疵
あ
る
物
の
取
外
し(
A
u
sb
au)
お
よ
び
搬
出(
A
b
tran
sp
o
rt)
を
も
包
括
す
る
(
Ｅ
Ｃ
司
法
裁
判
所
二
〇
一
一
年
年
六
月
一
六
日
判
決
(
以
下
、
前
掲
判
決
と
い
う
。)
に
接
続
し
て)
。
第
二
、
民
法
第
四
三
九
条
条
第
三
項
第
三
文
で
売
主
に
認
め
ら
れ
て
い
る
、
唯
一
可
能
な
救
済
方
法
を
(
絶
対
的
に)
過
分
な
費
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用
を
理
由
と
し
て
拒
絶
す
る
権
利
は
、
指
令
第
三
条
と
一
致
し
な
い
(
前
掲
判
決)
。
こ
れ
に
よ
っ
て
生
ず
る
法
の
欠
缺
は
、
新
し
い
規
律
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
、
民
法
第
四
三
九
条
条
第
三
項
の
目
的
論
的
制
限
解
釈(
te
le
o
lo
g
isch
e
R
e
d
u
k
tio
n)
に
よ
り
、
消
費
用
動
産
売
買
(
民
法
第
四
七
四
条
第
一
項
第
一
文)
に
つ
い
て
推
論
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
同
規
定
は
、
消
費
用
動
産
売
買
の
場
合
に
は
制
限
的
に
適
用
さ
れ
、
売
主
の
拒
絶
権
は
、
追
完
の
一
つ
の
方
法
の
み
が
可
能
で
あ
る
か
も
し
く
は
売
主
が
追
完
の
他
の
方
法
を
正
当
に
拒
絶
し
た
場
合
に
は
存
在
し
な
い
。
第
三
、
こ
れ
ら
の
場
合
に
お
い
て
、
代
物
給
付
の
方
法
に
よ
る
追
完
を
、
過
分
の
費
用
を
理
由
と
し
て
拒
絶
す
る
売
主
の
権
利
は
、
瑕
疵
あ
る
物
の
取
外
し
お
よ
び
代
物
と
し
て
給
付
さ
れ
た
物
に
関
し
、
買
主
に
対
し
て
相
当
な
額
の
支
払
い
を
指
示
す
る
権
利
に
制
限
さ
れ
る
。
こ
の
額
の
算
定
に
お
い
て
は
、
瑕
疵
な
き
状
態
に
お
け
る
物
の
価
値
お
よ
び
瑕
疵
の
意
義
が
顧
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
取
外
し
費
用
お
よ
び
取
付
け
費
用
の
支
払
い
に
向
け
ら
れ
た
買
主
の
権
利
が
売
主
の
費
用
分
配
へ
の
制
限
に
よ
り
空
洞
化
さ
れ
な
い
こ
と
が
顧
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
以
上
の
判
決
要
旨
を
参
考
と
し
て
、
本
判
決
の
要
点
を
抽
出
し
て
お
こ
う
。
本
判
決
は
、
第
一
に
、
代
物
給
付
に
お
け
る
追
完
に
は
、
瑕
疵
あ
る
物
の
取
外
し
と
搬
出
を
含
む
こ
と
、
第
二
に
、
追
完
費
用
の
過
分
性
を
理
由
と
し
た
売
主
の
追
完
拒
絶
権
に
は
、
絶
対
的
過
分
性
を
理
由
と
す
る
場
合
を
含
ま
な
い
こ
と
、
第
三
に
、
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
含
む
と
す
る
民
法
第
四
三
九
条
第
三
項
は
指
令
第
三
条
に
違
反
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
法
の
欠
缺
が
生
じ
、
法
改
正
を
必
要
と
す
る
こ
と
、
第
四
に
、
し
か
し
、
法
改
正
が
な
さ
れ
る
ま
で
の
法
の
欠
缺
は
、
目
的
論
的
制
限
解
釈
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
第
五
に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
べ
き
解
釈
に
よ
る
、
売
主
の
追
完
拒
絶
権
の
具
体
的
内
容
は
、
買
主
に
対
す
る
相
当
な
額
の
支
払
い
を
指
示
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
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２以
上
の
認
識
を
前
提
と
し
、
以
下
で
は
、
判
決
理
由
に
よ
り
、
判
決
要
旨
を
敷
衍
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
(
１)
要
旨
の
第
一
に
つ
い
て
、
判
決
は
、
文
言
解
釈
と
立
法
者
意
思
か
ら
、
次
に
よ
う
に
述
べ
る
。
こ
の
解
釈
は
、
民
法
第
四
三
九
条
第
一
項
第
二
文
の
文
言
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
る
。
一
般
の
言
語
使
用
に
よ
れ
ば
、
給
付
(
交
付)
す
る
lie
fe
rn

は
、
確
か
に
(
注
文
さ
れ
た)
物
を
届
け
る(
b
rin
g
e
n)

も
し
く
は
引
渡
す(
)

と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
国
内
の
売
買
法
に
お
い
て
も
、
給
付(
交
付)

は
、
原
則
と
し
て
、
売
主
が
、
民
法
第
四
三
三
条
第
一
項
に
も
と
づ
い
て
自
身
の
引
渡
し
義
務


	



お
よ
び
譲
渡
義
務



	



を
履
行
す
る
こ
と
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
得
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
は
、
民
法
第
四
三
九
条
第
一
項
第
二
文
で
使
用
さ
れ
て
い
る
、
瑕
疵
な
き
物
の
給
付
と
い
う
概
念
を
広
義
に
と
る
こ
と
を
排
除
し
な
い
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
概
念
は
、
充
填
可
能
で
あ
り
、
一
定
の
評
価
の
余
地
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
立
法
者
は
、
指
令
第
三
条
第
二
項
第
一
文
の
国
内
法
化
の
た
め
に
民
法
第
四
三
九
条
第
一
項
後
段
を
設
け
た(
B
T
-D
ru
ck
s.
1
4
/6
0
4
0
,
S
.
2
3
0
参
照)
。
そ
の
際
、
立
法
者
は
、
立
法
理
由
に
お
い
て
、
繰
り
返
し
、
瑕
疵
な
き
物
の
給
付
概
念
を
、
ド
イ
ツ
語
の
表
現
に
お
い
て
指
令
に
使
用
さ
れ
て
い
る
言
語
選
択
で
あ
る
補
償
(
代
物)
給
付(
E
rsatzlie
fe
ru
n
g)

と
同
一
に
扱
っ
た
だ
け
で
な
く(
B
T
-D
ru
ck
s.
1
4
/6
0
4
0
,
S
.
2
3
2)
、
契
約
違
反
の
消
費
用
動
産
が
補
償
(
代
物)
と
し
て
給
付
さ
れ
た
物
に
よ
り
交
換
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
解
釈
を
認
め
て
い
る
。
む
し
ろ
、
立
法
者
は
、
民
法
第
四
三
九
条
第
四
項
で
保
持
さ
れ
て
い
る
、
売
主
は
瑕
疵
あ
る
物
の
返
還
を
請
求
し
得
る
と
す
る
同
第
三
四
六
条
第
一
項
後
段
へ
の
指
示
に
よ
り
、
同
第
四
三
九
条
第
一
項
の
瑕
疵
な
き
物
の
給
付

概
念
に
一
定
の
(
相
互
的)
交
換
要
素
が
内
在
す
る
こ
と
を
表
現
し
た
の
で
あ
る
。
(
)
も
っ
と
も
、
判
旨
は
、
代
物
給
付
の
具
体
的
方
法
に
つ
い
て
買
主
に
選
択
権
を
与
え
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
、
以
下
の
よ
う
に
付
加
し
て
述
べ
る
。
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こ
の
よ
う
な
、
民
法
第
四
三
九
条
第
一
項
の
、
指
令
に
一
致
し
た
解
釈
は
、
追
完
請
求
の
領
域
に
お
い
て
、
売
主
に
取
外
し
お
よ
び
取
付
け
を
行
わ
せ
る
か
、
ま
た
は
、
買
主
が
こ
れ
ら
を
自
身
で
行
い
、
売
主
に
そ
の
費
用
を
請
求
す
る
か
の
選
択
権
を
買
主
に
付
与
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
Ｅ
ｕ
Ｇ
Ｈ
は
、
ま
さ
に
買
主
に
か
か
る
選
択
権
を
付
与
せ
ず
、
単
に
売
主
に
対
し
、
自
身
で
、
必
要
な
取
外
し
お
よ
び
取
付
け
を
行
う
か
、
こ
れ
に
つ
い
て
生
じ
た
費
用
を
相
当
な
額
に
お
い
て
負
担
す
る
か
の
義
務
を
課
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
(
)
(
２)
次
に
、
要
旨
の
第
二
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
敷
衍
す
る
。
①
ま
ず
、
絶
対
的
過
分
を
理
由
と
し
て
拒
絶
で
き
る
と
す
る
国
内
法
の
規
定
(
民
法
第
四
三
九
条
第
三
項)
は
、
指
令
第
三
条
に
違
反
す
る
こ
と
を
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
民
法
第
四
三
九
条
第
三
項
に
お
い
て
は
、
指
令
に
一
致
し
た
解
釈
の
要
請
は
、
狭
義
に
い
う
単
純
な
法
解
釈
の
方
法
で
は
国
内
法
化
さ
れ
得
な
い
。
と
い
う
の
も
、
法
律
の
一
義
的
な
文
言
と
矛
盾
す
る
か
ら
で
あ
る
。
(
)
民
法
第
四
三
九
条
第
三
項
第
一
文
は
、
売
主
に
、
買
主
に
よ
り
選
択
さ
れ
た
追
完
方
法
が
過
分
の
費
用
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
る
場
合
に
は
そ
れ
を
拒
絶
で
き
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
、
追
完
の
二
つ
の
方
法
が
可
能
で
あ
り
、
か
つ
単
に
、
一
方
の
追
完
方
法
が
他
方
の
追
完
方
法
と
比
較
し
て
過
分
の
費
用
を
惹
起
す
る
(
相
対
的
過
分
の)
場
合
に
制
限
し
て
い
る
根
拠
と
は
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
民
法
第
四
三
九
条
第
三
項
第
三
文
後
段
お
よ
び
同
第
四
四
〇
条
第
一
文
の
規
定
か
ら
一
義
的
に
生
ず
る
こ
と
は
、
法
律
の
構
成
に
従
え
ば
、
追
完
の
二
つ
の
方
法
は
過
分
を
理
由
と
し
て
拒
絶
さ
れ
得
、
し
た
が
っ
て
過
分
概
念
は
絶
対
的
に
理
解
さ
れ
得
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
民
法
第
四
三
九
条
第
三
項
第
三
文
は
、
売
主
が
過
分
の
費
用
を
理
由
と
し
て
追
完
の
一
つ
を
拒
絶
す
る
場
合
の
買
主
の
請
求
権
を
、
ま
ず
、
追
完
の
も
う
一
つ
の
方
法
に
制
限
し
、
つ
ぎ
に
、
第
一
文
の
要
件
の
も
と
で
こ
れ
を
拒
絶
法と政治 64巻 2号 (2013年 7月)
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説
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六
八
す
る
「
売
主
の
権
利
」
を
予
定
し
て
お
り
、
手
つ
か
ず
の
ま
ま
で
あ
る
。「
売
主
が
民
法
第
四
三
九
条
第
三
項
に
も
と
づ
き
追
完
の
二
つ
の
方
法
を
拒
絶
す
る
場
合｣
、
解
除
ま
た
は
損
害
賠
償
の
請
求
の
前
に
期
間
設
定
を
す
る
必
要
性
か
ら
買
主
を
解
放
す
る
同
第
四
四
〇
条
第
一
文
が
こ
の
規
律
を
援
用
し
て
い
る
。
(
)
②
そ
の
う
え
で
、
法
の
欠
缺
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
場
合
の
欠
缺
補
充
の
可
能
性
(
目
的
論
的
制
限
解
釈
に
よ
る
法
の
継
続
形
成
の
可
能
性)
に
つ
い
て
、
立
法
者
意
思
の
探
究
か
ら
、
以
下
の
よ
う
に
正
当
化
す
る
。
目
的
論
的
制
限
解
釈
に
よ
る
法
の
継
続
形
成
は
、
法
律
の
計
画
違
反
的
不
完
全
性(
p
lan
w
id
rig
e



	


)
の
意
味
に
お
け
る
隠
れ
た
法
の
欠
缺
を
要
件
と
す
る
。
こ
の
要
件
は
こ
こ
で
は
充
た
さ
れ
て
い
る
。
(
)
立
法
資
料
か
ら
生
じ
る
こ
と
は
、
立
法
者
は
、
確
か
に
、
過
分
性
の
抗
弁
を
、
指
令
と
一
致
し
て
成
文
化
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
際
、
指
令
第
三
条
第
三
項
に
は
絶
対
的
過
分
性
を
含
む
と
理
解
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
政
府
草
案
の
基
礎
づ
け
に
お
い
て
民
法
第
四
三
九
条
第
三
項
に
つ
い
て
の
個
々
の
基
礎
づ
け(
B
T
-D
ru
ck
s.
1
4
/6
0
4
0
,
S
.
2
3
2)
に
は
種
々
の
も
の
が
あ
る
(
)(
以
下
、
具
体
例
は
省
略
す
る
―
筆
者
注)
。
し
か
し
な
が
ら
、
民
法
第
四
三
九
条
第
三
項
第
三
文
が
基
礎
と
し
て
い
る
、
指
令
第
三
条
第
三
項
は
絶
対
的
過
分
性
を
も
含
む
と
す
る
理
解
は
、
今
や
Ｅ
ｕ
Ｇ
Ｈ
が
拘
束
的
効
果
を
伴
っ
て
確
定
し
て
い
る
よ
う
に
、
誤
っ
て
い
る
。
指
令
第
三
条
第
三
項
が
許
し
て
い
る
の
は
、
瑕
疵
あ
る
消
費
用
動
産
の
取
外
し
費
用
お
よ
び
補
償
(
代
物)
と
し
て
給
付
さ
れ
た
消
費
用
動
産
の
取
付
け
費
用
に
向
け
ら
れ
た
消
費
者
の
請
求
権
を
相
当
な
額
に
制
限
す
る
こ
と
の
み
で
あ
り
、
唯
一
可
能
な
追
完
方
法
と
し
て
の
代
物
給
付
に
向
け
ら
れ
た
消
費
者
の
請
求
権
を
、
取
付
け
費
用
お
よ
び
取
外
し
費
用
の
過
分
性
を
理
由
と
し
て
完
全
に
排
除
す
る
こ
と
は
許
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
民
法
第
四
三
九
条
第
三
項
第
三
文
に
お
け
る
規
律
は
、
債
務
法
現
代
化
法
に
よ
っ
て
追
求
さ
れ
た
根
本
的
関
心
事
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瑕
疵
あ
る
物
を
給
付
し
た
売
主
の
追
完
義
務
の
射
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（
三)
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六
九
(
G
ru
n
d
an
lie
g
e
n)
、
す
な
わ
ち
消
費
用
動
産
売
買
指
令
を
二
〇
〇
一
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
に
規
定
通
り
国
内
法
化
す
る
と
い
う
こ
と
と
矛
盾
し
て
い
る
(
こ
れ
に
つ
い
て
はB
T
-D
ru
ck
s.
1
4
/6
0
4
0
,
S
.
1
も
参
照)
(
)
。
し
た
が
っ
て
、
判
明
す
る
こ
と
は
、
民
法
典
は
完
全
に
計
画
違
反
と
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
隠
れ
た
法
の
欠
缺
が
存
在
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
絶
対
的
過
分
の
場
合
の
拒
絶
権
を
含
ん
で
い
る
民
法
第
四
三
九
条
第
三
項
は
、
指
令
の
適
用
範
囲
の
制
限
を
含
ん
で
お
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
指
令
と
一
致
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
民
法
典
の
不
完
全
性
は
、
指
令
と
の
一
致
の
想
定
に
よ
り
抱
か
れ
て
い
る
、
立
法
者
の
国
内
法
化
の
意
図
に
存
す
る
矛
盾
を
具
体
的
に
表
明
し
て
い
る
が
故
に
、
で
あ
る
。
立
法
者
が
、
―
民
法
第
四
三
九
条
第
四
項
の
成
文
化
と
異
な
り
―
民
法
第
四
三
九
条
第
三
項
第
三
文
が
指
令
と
一
致
す
る
こ
と
の
問
題
と
明
示
的
に
取
り
組
ま
ず
、
こ
の
こ
と
を
黙
示
的
に
前
提
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
今
と
な
っ
て
生
じ
た
法
の
欠
缺
の
計
画
違
反
を
修
正
す
る
も
の
で
は
な
い
。
標
準
と
な
る
の
は
、
民
法
第
四
三
九
条
第
三
項
第
三
文
の
規
律
に
よ
る
、
指
令
に
一
致
し
た
国
内
法
化
の
、
明
示
的
に
努
力
さ
れ
た
目
的
が
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
立
法
者
が
民
法
第
四
三
九
条
第
三
項
第
三
文
を
、
当
該
規
定
が
指
令
に
一
致
し
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
な
ら
同
じ
や
り
方
で
公
布
し
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
排
除
さ
れ
得
る
。
(
)
(
３)
以
上
を
前
提
と
し
、
法
改
正
ま
で
の
間
の
隠
れ
た
法
の
欠
缺
補
充
と
し
て
な
さ
れ
る
目
的
論
的
制
限
解
釈
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
法
改
正
ま
で
存
在
す
る
隠
れ
た
法
の
欠
缺
は
、
消
費
用
動
産
売
買
(
民
法
第
四
七
四
条
第
一
項
第
一
文)
に
つ
い
て
、
民
法
第
四
三
九
条
第
三
項
の
目
的
論
的
制
限
解
釈
に
よ
り
補
充
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
規
定
は
、
か
か
る
場
合
、
追
完
の
一
つ
の
方
法
の
み
が
可
能
で
あ
る
か
、
ま
た
は
、
売
主
が
も
う
一
方
の
追
完
方
法
を
正
当
に
拒
絶
し
た
と
き
、
追
完
権
は
存
在
し
な
い
と
い
う
よ
う
に
制
限
的
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
後
者
の
場
合
に
お
い
て
は
、
代
物
給
付
で
の
追
完
を
過
分
の
費
用
を
理
由
と
し
て
拒
絶
す
法と政治 64巻 2号 (2013年 7月)
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七
〇
る
売
主
の
権
利
は
、
瑕
疵
あ
る
物
の
取
外
し
お
よ
び
代
物
と
し
て
給
付
さ
れ
た
売
買
目
的
物
に
関
し
て
、
買
主
に
、
相
当
額
に
お
け
る
費
用
請
求
を
指
示
す
る
権
利
に
制
限
さ
れ
る
。
こ
の
額
の
算
定
に
お
い
て
は
、
瑕
疵
な
き
状
態
に
お
け
る
物
の
価
値
と
瑕
疵
の
意
味
が
顧
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
同
時
に
、
担
保
さ
れ
る(



	
)
べ
き
は
、
売
主
が
費
用
に
関
与
す
る
と
い
う
制
限
に
よ
り
、
取
外
し
費
用
お
よ
び
取
付
け
費
用
に
向
け
ら
れ
た
買
主
の
権
利
が
空
洞
化
さ
れ(
て
は
な
ら)
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
(
)
四
Ｂ
Ｇ
Ｈ
二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
七
日
判
決
(
)
１
事
案
の
概
要
球
技
場
建
設
に
従
事
す
る
原
告
は
、
二
〇
〇
六
年
と
二
〇
〇
七
年
に
、
被
告
か
ら
、
Ｈ
の
芝
生
部
分
と
Ｎ
の
体
育
館
の
製
作
の
た
め
の
材
料
と
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
製
の
粒
状
物
質
Ｅ
Ｐ
Ｄ
Ｍ
(
エ
チ
レ
ン
プ
ロ
ピ
レ
ン
ジ
エ
ン
ゴ
ム)
を
買
っ
た
。
原
告
の
注
文
者
は
自
治
体
で
あ
っ
た
。
原
告
に
よ
る
取
付
け
後
、
被
告
に
よ
り
給
付
さ
れ
た
粒
状
物
質
に
は
瑕
疵
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
被
告
は
無
償
で
材
料
の
必
要
な
交
換
の
た
め
に
粒
状
物
質
Ｓ
Ｂ
Ｒ
(
ス
チ
レ
ン
ブ
タ
ジ
エ
ン
ゴ
ム)
を
使
用
さ
せ
た
。
し
か
し
、
被
告
は
、
瑕
疵
あ
る
材
料
の
取
外
し
と
代
物
で
あ
る
粒
状
物
質
の
取
付
け
を
拒
否
し
た
。
そ
こ
で
、
原
告
の
指
示
し
た
こ
の
作
業
は
別
の
請
負
人
に
よ
り
行
わ
れ
た
。
原
告
は
被
告
に
七
二
一
二
六
、〇
五
ユ
ー
ロ
(
取
外
し
お
よ
び
取
付
け
費
用
二
五
四
二
四
、六
五
ユ
ー
ロ
、
瑕
疵
あ
る
材
料
の
処
理
費
用
四
五
四
一
、四
〇
ユ
ー
ロ
、
Ｅ
Ｐ
Ｄ
Ｍ
と
Ｓ
Ｂ
Ｒ
と
の
差
額
四
二
一
六
〇
ユ
ー
ロ)
と
こ
れ
に
対
す
る
利
息
お
よ
び
弁
護
士
費
用
を
訴
求
し
た
。
第
一
審
は
、
四
三
七
九
、二
七
ユ
ー
ロ
(
割
引
控
除
し
て
処
理
費
用
と
こ
れ
に
対
す
る
利
息
お
よ
び
弁
護
士
費
用)
を
認
め
、
そ
の
他
の
点
は
棄
却
し
た
。
原
告
の
控
訴
は
棄
却
さ
れ
た
。
原
告
は
上
告
し
た
。
２
判
旨
上
告
棄
却
。
(
１)
判
旨
は
、
ま
ず
、
被
告
が
瑕
疵
な
き
粒
状
物
質
Ｅ
Ｐ
Ｄ
Ｍ
を
給
付
す
る
義
務
に
違
反
し
た
と
い
う
点
か
ら
、
原
告
の
、
給
付
法と政治 64巻 2号 (2013年 7月)
瑕
疵
あ
る
物
を
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付
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売
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追
完
義
務
の
射
程
（
三)
361
七
一
に
代
わ
る
損
害
賠
償
請
求
権
(
民
法
第
四
三
三
条
第
一
項
後
段
に
結
び
つ
い
た
同
第
四
三
七
条
第
三
号
、
同
第
二
八
〇
条
、
同
第
二
八
一
条)
を
問
題
と
し
、
民
法
第
二
八
〇
条
第
一
項
前
段
の
要
件
に
つ
い
て
、
被
告
が
売
っ
た
粒
状
物
質
Ｅ
Ｐ
Ｄ
Ｍ
に
瑕
疵
が
あ
り
(
民
法
第
四
三
四
条)
そ
こ
か
ら
生
じ
る
義
務
違
反
(
民
法
第
四
三
三
条
第
一
項
後
段)
を
肯
定
し
つ
つ
も
、
そ
の
義
務
違
反
に
つ
き
、
責
め
に
帰
す
べ
き
で
な
か
っ
た
(
同
第
二
八
〇
条
第
一
項
後
段)
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
請
求
権
を
否
定
す
る
。
(
)
(
２)
つ
ぎ
に
、
原
告
の
追
完
と
し
て
の
代
物
給
付
を
問
題
と
し
、
被
告
の
追
完
義
務
は
履
行
さ
れ
て
い
る
と
し
た
う
え
で
、
取
外
し
義
務
、
取
付
け
義
務
を
負
わ
な
い
こ
と
に
言
及
す
る
。
民
法
第
四
三
七
条
第
一
号
、
同
第
四
三
九
条
に
も
と
づ
く
原
告
の
追
完
請
求
権
の
要
件
は
充
足
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
被
告
に
よ
っ
て
給
付
さ
れ
た
粒
状
物
質
Ｅ
Ｐ
Ｄ
Ｍ
に
は
瑕
疵
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
買
主
は
、
民
法
第
四
三
九
条
に
も
と
づ
き
、
彼
の
選
択
に
従
い
、
瑕
疵
除
去
ま
た
は
代
物
給
付
を
請
求
で
き
る
。
原
告
は
代
物
給
付
を
請
求
し
た
。
こ
の
請
求
を
被
告
は
、
無
償
で
、
原
告
が
代
物
の
材
料
と
し
て
受
け
入
れ
た
粒
状
物
質
Ｓ
Ｂ
Ｒ
を
自
由
に
使
用
さ
せ
る
と
い
う
仕
方
で
行
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
被
告
は
追
完
義
務
を
履
行
し
た
の
で
あ
る
。
(
)
被
告
は
、
そ
れ
を
超
え
て
、
粒
状
物
質
Ｅ
Ｐ
Ｄ
Ｍ
を
取
り
外
し
、
粒
状
物
質
Ｓ
Ｂ
Ｒ
を
取
り
付
け
る
義
務
を
負
わ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ
ら
の
義
務
は
、
契
約
に
お
い
て
民
法
第
四
七
四
条
第
一
項
の
意
味
で
の
消
費
用
動
産
売
買
が
問
題
と
な
ら
ず
事
業
者
間
取
引(

	


V
e
rk
e
h
r
zw
isch
e
n
U
n
te
rn
e
h
m
e
rn)
に
お
け
る
売
買
契
約
も
し
く
は
消
費
者
間
の
個
人
領
域
で
の
売
買
契
約
が
問
題
で
あ
る
場
合
に
は
、
瑕
疵
な
き
物
の
給
付
に
向
け
ら
れ
た
追
完
請
求
権
(
民
法
第
四
三
九
条
第
一
項
後
半)
に
は
含
ま
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
本
件
は
こ
の
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
当
事
者
は
事
業
者
で
あ
る
(
民
法
第
一
四
条)
。
(
)
法と政治 64巻 2号 (2013年 7月)
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二
(３)
①
そ
こ
で
、
判
旨
は
、
民
法
第
四
三
九
条
第
一
項
後
半
の
、
指
令
に
一
致
し
た
解
釈
は
、
消
費
用
動
産
売
買
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
を
、
以
下
の
よ
う
に
詳
述
す
る
。
民
法
第
四
三
九
条
第
一
項
は
消
費
用
動
産
売
買
指
令
(
以
下
、
指
令
と
い
う
―
筆
者
注
。)
第
三
条
の
国
内
法
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
九
年
一
月
一
四
日
の
民
事
部
の
付
託
に
も
と
づ
い
て
、
Ｅ
ｕ
Ｇ
Ｈ
は
、
二
〇
一
一
年
六
月
一
六
日
、
以
下
の
よ
う
に
判
断
し
た
。
「
指
令
第
三
条
第
二
項
お
よ
び
第
三
項
は
、
以
下
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
瑕
疵
の
発
生
以
前
に
消
費
者
に
よ
り
消
費
用
動
産
の
種
類
お
よ
び
そ
の
使
用
目
的
に
従
っ
て
善
意
で
取
り
付
け
ら
れ
た
、
契
約
違
反
の
消
費
用
動
産
の
、
契
約
に
合
致
し
た
状
態
が
補
償
(
代
物)
給
付
に
よ
り
な
さ
れ
る
場
合
、
売
主
は
自
身
で
こ
の
消
費
用
動
産
を
、
取
り
付
け
ら
れ
た
物
か
ら
取
り
外
す
こ
と
お
よ
び
代
物
と
し
て
給
付
さ
れ
た
消
費
用
動
産
を
こ
の
物
に
取
り
付
け
る
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
瑕
疵
あ
る
消
費
用
動
産
の
取
外
し
に
要
す
る
費
用
お
よ
び
補
償
(
代
物)
と
し
て
給
付
さ
れ
た
消
費
用
動
産
を
取
り
付
け
る
た
め
に
要
す
る
費
用
を
負
担
す
る
義
務
を
負
う
。
売
主
の
こ
の
義
務
は
、
売
主
が
売
買
契
約
に
お
い
て
最
初
に
売
ら
れ
た
消
費
用
動
産
を
取
り
付
け
る
義
務
を
負
担
し
て
い
た
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
存
在
す
る
。」
(
)
そ
れ
ゆ
え
、
Ｅ
ｕ
Ｇ
Ｈ
に
提
示
さ
れ
た
消
費
用
動
産
売
買
事
例
に
つ
い
て
の
最
終
判
断
に
お
い
て
民
事
部
は
、
民
法
第
四
三
九
条
第
一
項
後
半
を
、
指
令
に
一
致
し
て
、
追
完
方
法
と
し
て
の
「
瑕
疵
な
き
物
の
給
付
」
に
は
瑕
疵
あ
る
物
の
取
外
し
お
よ
び
搬
出
を
も
含
む
と
解
釈
し
た
。
補
償
(
代
物)
と
し
て
給
付
さ
れ
た
物
の
取
付
け
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
ｕ
Ｇ
Ｈ
の
判
決
に
も
と
づ
き
、
同
じ
こ
と
が
妥
当
す
る
。
こ
の
限
り
で
も
、
民
法
第
四
三
九
条
第
一
項
後
半
の
、
指
令
に
一
致
し
た
解
釈
は
、
消
費
用
動
産
売
買
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
民
事
部
が
、
か
つ
て
、
同
じ
く
消
費
用
動
産
売
買
に
該
当
す
る
、
二
〇
〇
八
年
七
月
一
五
日
の
判
決
に
お
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三
い
て
、
追
完
義
務
の
広
範
な
拡
張
は
、
指
令
第
三
条
第
二
項
か
ら
は
読
み
取
れ
な
い
と
す
る
見
解
を
主
張
し
た
限
り
に
お
い
て
、
こ
れ
を
維
持
し
な
い
。
(
)
②
そ
し
て
、
民
事
部
は
、
こ
れ
ま
で
、
消
費
用
動
産
売
買
以
外
に
民
法
第
四
三
九
条
第
一
項
後
半
の
解
釈
に
つ
い
て
判
決
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
言
及
し
、
(
)
指
令
の
基
準
値(
V
o
rg
ab
e)
と
Ｅ
ｕ
Ｇ
Ｈ
の
判
決
は
、
消
費
用
動
産
売
買
の
み
に
関
係
し
、
そ
れ
以
外
の
売
買
契
約
に
は
関
係
し
な
い
と
(
)
し
た
う
え
で
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
二
〇
一
一
年
一
二
月
二
一
日
判
決
を
次
の
よ
う
に
評
価
す
る
。
二
〇
一
一
年
一
二
月
二
一
日
に
民
事
部
に
お
い
て
な
さ
れ
た
、
民
法
第
四
三
九
条
第
一
項
後
半
の
、
指
令
に
一
致
し
た
解
釈
は
、
指
令
自
体
よ
り
も
広
範
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
い
ず
れ
に
し
て
も
消
費
用
動
産
売
買
に
制
限
さ
れ
る
。
民
事
部
は
、
Ｅ
ｕ
Ｇ
Ｈ
の
判
決
の
意
味
に
お
け
る
、
指
令
に
一
致
し
た
解
釈
は
、
な
お
民
法
第
四
三
九
条
第
一
項
後
半
の
文
言
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
る
と
判
断
し
た
。
民
事
部
は
、
か
か
る
解
釈
が
消
費
用
動
産
売
買
を
超
え
て
要
請
さ
れ
る
か
ま
た
は
事
態
に
適
合
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
言
及
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
(
)
(
４)
以
上
の
前
提
の
下
で
、
指
令
の
要
請
を
超
過
し
た
国
内
法
化(
e
in
e




	




U
m
se
tzu
n
g
e
in
e
r
R
ich
tlin
ie)
が
な
さ
れ
た
場
合
を
問
題
と
し
、
そ
の
と
き
の
立
法
者
意
思
を
問
題
と
す
る
。
も
っ
と
も
、
指
令
の
要
請
を
超
過
し
た
国
内
法
化
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
指
令
に
一
致
し
た
解
釈
は
、
国
内
法
に
対
し
て
、
指
令
の
妥
当
領
域
を
超
え
て
意
義
を
有
す
る
。
確
か
に
、
指
令
か
ら
自
由
な
法
の
、
指
令
に
一
致
し
た
解
釈
義
務
は
、
か
か
る
指
令
の
要
請
を
超
過
し
た
国
内
法
化
の
場
合
に
は
、
共
同
体
法
か
ら
は
生
じ
得
な
い
。
し
か
し
、
国
内
法
か
ら
、
す
な
わ
ち
国
内
法
の
立
法
者
の
対
応
す
る
意
思
か
ら
は
生
じ
得
る
。
(
)
指
令
の
要
請
を
超
過
し
た
、
指
令
の
解
釈
は
こ
こ
で
は
存
在
す
る
。
と
い
う
の
も
、
立
法
者
は
、
追
完
に
つ
い
て
の
共
同
体
法
の
基
準
値
を
ド
イ
ツ
法
に
国
内
法
化
す
る
際
に
、
消
費
用
動
産
売
買
(
民
法
第
四
七
四
条
以
下)
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四
に
つ
い
て
の
特
別
規
律
に
で
は
な
く
、
全
て
の
売
買
契
約
に
妥
当
す
る
、
民
法
第
四
三
四
条
以
下
の
諸
規
定
に
挿
入
し
た
か
ら
で
あ
る
。
(
)
し
か
し
、
民
法
第
四
三
九
条
第
一
項
後
半
の
、
指
令
に
一
致
し
た
解
釈
に
つ
い
て
の
要
件
は
、
前
述
し
た
こ
と
に
よ
れ
ば
、
消
費
用
動
産
売
買
を
超
過
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
Ｅ
ｕ
Ｇ
Ｈ
の
判
決
の
意
味
に
お
け
る
代
物
給
付
の
拡
張
は
ド
イ
ツ
の
立
法
者
意
思
に
対
応
し
て
い
る
。
(
)
(
５)
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
判
旨
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
こ
の
立
法
者
意
思
を
前
提
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
。
立
法
者
は
、
追
完
に
つ
い
て
の
共
同
体
法
の
基
準
値
を
指
令
に
一
致
し
て
国
内
法
化
す
る
に
際
し
、
Ｅ
ｕ
Ｇ
Ｈ
の
解
釈
と
は
異
な
っ
た
、
指
令
の
理
解
を
前
提
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
債
務
法
改
正
の
立
法
資
料
か
ら
読
み
取
ら
れ
得
る
こ
と
は
、
Ｅ
ｕ
Ｇ
Ｈ
が
行
っ
た
よ
う
な
、
代
物
給
付
義
務
の
広
範
な
拡
張
は
、
立
法
者
に
は
明
確
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
立
法
者
は
い
ず
れ
に
し
ろ
そ
の
拡
張
を
全
て
の
売
買
法
に
対
し
て
な
そ
う
と
は
考
え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
民
法
第
四
三
九
条
第
一
項
後
半
の
、
指
令
に
一
致
し
た
解
釈
が
―
民
法
第
四
三
九
条
第
四
項
の
目
的
論
的
制
限
解
釈
と
同
様
に(
B
G
H
Z
1
7
9
,
2
7
＝N
JW
2
0
0
9
,
1
5
5
R
d
n
r.
2
6
ff.)
―
消
費
用
動
産
売
買
に
限
定
さ
れ
、
そ
の
他
の
、
指
令
に
含
ま
れ
な
い
売
買
契
約
に
は
拡
張
さ
れ
な
い
こ
と
を
正
当
化
す
る
の
で
あ
る
。
(
)
(
６)
そ
れ
で
は
、
追
完
請
求
権
に
つ
い
て
の
立
法
者
意
思
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
把
握
す
べ
き
か
。
判
旨
は
、
そ
の
内
容
に
つ
き
、
ま
ず
、
追
完
請
求
権
を
本
来
的
履
行
請
求
権
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
出
発
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
民
法
第
四
三
九
条
第
一
項
の
追
完
請
求
権
に
お
い
て
は
、
債
務
法
改
正
の
立
法
者
の
構
想
に
も
と
づ
き
、
同
第
四
三
三
条
第
一
項
の
本
来
的
履
行
請
求
権
の
修
正
が
問
題
で
あ
る(
B
T
-D
ru
ck
s.
1
4
/6
0
4
0
,
S
.
2
2
1)
。
民
法
第
四
三
九
条
第
一
項
に
お
い
て
追
完
の
二
つ
の
方
法
の
一
つ
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い
る
、
瑕
疵
な
き
物
の
給
付
の
場
合
に
は
、
立
法
者
の
観
念
に
よ
れ
ば
、
既
に
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法
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五
定
式
化
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
追
完
請
求
権
と
本
来
的
履
行
請
求
権
と
は
、
売
主
に
課
せ
ら
れ
た
給
付
に
関
し
て
は
同
一
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
単
に
、
最
初
(
本
来
的)
に
給
付
し
た
瑕
疵
あ
る
物
に
代
え
て
、
今
や
、
瑕
疵
な
き
―
そ
の
他
の
点
で
は
、
同
種
、
同
等
の
―
物
を
給
付
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
補
償
(
代
物)
給
付
は
、
売
主
が
民
法
第
四
三
三
条
第
一
項
お
よ
び
第
二
項
に
も
と
づ
き
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
、
完
全
な
給
付
の
繰
返
し
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
。
売
主
は
、
も
う
一
度
、
瑕
疵
な
き
物
の
占
有
の
移
転
と
所
有
権
の
移
転
を
負
担
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
下
で
も
そ
れ
以
上
で
も
な
い
。
と
い
う
の
は
、
債
務
法
改
正
の
立
法
者
の
構
想
に
よ
れ
ば
、
民
法
第
四
三
三
条
第
一
項
後
段
に
も
と
づ
く
売
主
の
義
務
の
事
後
的
履
行
は
、
単
に
追
完
に
よ
っ
て
貫
徹
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
買
主
は
追
完
に
よ
り
、
契
約
上
要
求
す
べ
き
も
の
を
保
持
す
べ
き
で
あ
る(
B
T
-D
ru
ck
s.
1
4
/6
0
4
0
,
S
.2
2
1
;
B
G
H
Z
1
7
7
,
2
2
4
＝N
JW
2
0
0
8
,
2
8
3
7
R
d
n
r.1
8
;
B
G
H
Z
1
8
9
,
1
9
6
＝N
JW
2
0
1
1
,
2
2
7
8
R
d
n
r.
4
9)
(
)
。
(
７)
追
完
請
求
権
の
以
上
の
内
容
を
前
提
と
し
、
つ
ぎ
に
、
追
完
の
場
合
の
買
主
の
、
履
行
利
益
を
超
え
た
財
産
的
不
利
益
の
救
済
方
法
に
つ
い
て
の
立
法
者
意
思
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
言
及
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
追
完
が
、
民
法
第
四
三
三
条
第
一
項
後
半
に
も
と
づ
き
売
主
に
課
せ
ら
れ
た
履
行
が
第
二
の
試
み(
A
n
lau
f)
に
お
い
て
成
就
す
る
こ
と
に
制
限
さ
れ
る
場
合
、
追
完
は
、
瑕
疵
あ
る
物
の
買
主
を
直
ち
に
あ
ら
ゆ
る
財
産
的
不
利
益
か
ら
守
る
も
の
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
民
法
第
四
三
三
条
以
下
の
売
買
法
上
の
瑕
疵
担
保
体
系
に
よ
れ
ば
、
売
主
が
最
初
で
は
な
く
二
度
目
で
は
じ
め
て
履
行
に
成
功
し
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
、
履
行
利
益
を
超
え
た
財
産
上
の
不
利
益
は
、
ド
イ
ツ
の
立
法
者
の
観
念
に
よ
れ
ば
、
―
民
法
第
四
三
九
条
第
二
項
の
特
別
の
費
用
規
律
が
介
入
し
な
い
限
り
―
損
害
賠
償
ま
た
は
費
用
賠
償
に
関
す
る
一
般
規
律
に
よ
っ
て
の
み
調
整
さ
れ
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
(
B
T
-D
ru
ck
s.
1
4
/6
0
4
0
,
S
.
2
2
4
f.;
B
G
H
Z
1
7
7
,2
2
4
＝N
JW
2
0
0
8
,
2
8
3
7
R
d
n
r.
2
2
;
･
･
･)
。
こ
の
限
り
で
、
瑕
疵
あ
る
物
の
取
外
し
お
よ
び
補
償
(
代
物)
と
し
て
給
付
さ
れ
た
物
の
取
付
け
は
、
ド
イ
ツ
法
に
よ
れ
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七
六
ば
、
原
則
と
し
て
売
主
に
課
せ
ら
れ
た
追
完
に
は
含
ま
れ
な
い
。
(
)
(
８)
以
上
の
立
法
者
意
思
は
、
追
完
義
務
の
範
囲
に
関
す
る
Ｅ
ｕ
Ｇ
Ｈ
の
理
解
と
一
致
し
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
場
合
の
、
い
わ
ば
仮
定
的
立
法
者
意
思
に
言
及
す
る
。
こ
の
、
民
法
第
四
三
九
条
第
一
項
後
半
に
も
と
づ
く
追
完
の
内
容
と
範
囲
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
立
法
者
の
観
念
は
、
指
令
第
三
条
第
二
項
、
第
三
項
に
も
と
づ
く
追
完
義
務
の
範
囲
に
関
す
る
Ｅ
ｕ
Ｇ
Ｈ
の
理
解
と
は
一
致
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
Ｅ
ｕ
Ｇ
Ｈ
が
消
費
用
動
産
売
買
に
対
し
拘
束
的
に
行
っ
た
、
追
完
義
務
の
広
範
な
拡
張
を
、
指
令
に
一
致
し
た
解
釈
方
法
で
、
消
費
用
動
産
売
買
を
超
え
て
他
の
売
買
契
約
に
も
及
ぼ
す
こ
と
は
ド
イ
ツ
の
立
法
者
意
思
と
対
応
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
は
承
認
さ
れ
得
な
い
。
(
)
確
か
に
、
立
法
者
は
、
追
完
に
つ
い
て
の
指
令
の
基
準
値
を
国
内
法
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
民
法
第
四
三
九
条
で
全
て
の
売
買
契
約
を
統
一
的
に
規
律
し
よ
う
と
努
め
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
は
、
詳
述
し
た
よ
う
に
、
消
費
用
動
産
売
買
指
令
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
、
瑕
疵
あ
る
物
の
補
償
(
代
物)
給
付
の
場
合
に
お
け
る
追
完
義
務
の
範
囲
に
関
す
る
誤
っ
た
理
解
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
立
法
者
は
、
彼
が
仮
に
Ｅ
ｕ
Ｇ
Ｈ
に
よ
る
後
の
指
令
解
釈
を
知
っ
て
い
た
な
ら
ば
民
法
第
四
三
九
条
第
一
項
後
半
の
追
完
義
務
を
全
て
の
売
買
契
約
に
つ
い
て
統
一
的
に
規
律
し
た
で
あ
ろ
う
、
と
す
る
こ
と
に
有
利
な
証
拠
と
は
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
出
発
点
と
さ
れ
る
べ
き
は
、
立
法
者
は
、
彼
が
当
時
既
に
、
Ｅ
ｕ
Ｇ
Ｈ
が
、
追
完
に
、
売
主
の
義
務
を
も
う
一
度
行
う
こ
と
を
超
え
て
請
負
契
約
に
達
す
る
内
容
を
割
り
当
て
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
追
完
義
務
に
つ
い
て
の
指
令
の
基
準
値
の
国
内
法
化
を
消
費
用
動
産
売
買
に
限
定
し
た
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る(
B
G
H
Z
1
7
7
,
2
2
4
＝N
JW
2
0
0
8
,
2
8
3
7
R
d
n
r.
2
5
;
N
JW
2
0
0
9
,
1
6
6
0)
。
し
た
が
っ
て
、
民
法
第
四
三
九
条
第
一
項
後
半
の
、
指
令
に
一
致
し
た
解
釈
を
、
消
費
用
動
産
売
買
を
超
え
、
事
業
者
間
ま
た
は
消
費
者
間
の
売
買
契
約
と
い
う
重
要
な
領
域
に
及
ぼ
す
こ
と
は
、
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
(
)
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(９)
最
後
に
、
判
旨
は
、
自
身
の
立
法
者
意
思
の
解
釈
の
正
当
性
を
、
民
法
第
四
七
四
条
第
二
項
の
新
規
律
に
よ
り
基
礎
づ
け
る
。
こ
の
か
ぎ
り
で
、
民
事
部
が
そ
の
縮
減
を
全
て
の
売
買
契
約
に
拡
大
せ
ず
、
立
法
資
料
に
も
と
づ
い
て
消
費
用
動
産
売
買
に
制
限
し
た
、
民
法
第
四
三
九
条
第
四
項
の
規
律
に
関
す
る
場
合
と
同
様
の
こ
と
が
妥
当
す
る
の
で
あ
る(
B
G
H
Z
1
7
9
,
2
7
＝N
JW
2
0
0
9
,
4
2
7)
。
立
法
者
は
、
民
事
部
の
こ
の
判
断
を
、
民
法
第
四
三
九
条
第
四
項
を
指
令
に
一
致
し
て
消
費
用
動
産
売
買
に
限
定
す
る
、
民
法
第
四
七
四
条
第
二
項
に
お
け
る
新
規
律
に
よ
り
確
認
し
て
い
る
。
(
)
五
小
括
１
以
上
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
三
つ
の
判
例
を
概
観
し
た
。
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、
代
物
給
付
の
場
合
の
追
完
請
求
権
の
内
容
に
つ
い
て
、
Ｅ
ｕ
Ｇ
Ｈ
の
二
〇
一
一
年
判
決
後
の
床
タ
イ
ル
判
決
(
以
下
、
二
〇
一
一
年
判
決
と
い
う
。)
に
お
い
て
、
寄
せ
木
張
り
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材
事
件
判
決
(
以
下
、
二
〇
〇
八
年
判
決
と
い
う
。)
が
、
追
完
請
求
権
を
本
来
的
履
行
請
求
権
と
同
一
で
あ
る
と
し
た
立
場
に
、
大
き
な
変
更
を
加
え
た
か
に
思
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
の
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
七
日
判
決
(
以
下
、
二
〇
一
二
年
判
決
と
い
う
。)
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
判
決
は
、
全
て
消
費
用
動
産
売
買
に
関
す
る
も
の
の
み
で
あ
り
、
民
事
部
も
こ
の
こ
と
を
前
提
し
て
、
指
令
と
一
致
し
た
国
内
法
化
と
そ
の
解
釈
を
行
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
、
と
み
ず
か
ら
の
立
場
を
規
定
し
、
民
法
第
四
三
九
条
第
一
項
後
半
に
は
、
確
か
に
、
指
令
と
一
致
し
て
、「
瑕
疵
な
き
物
の
給
付
」
と
並
ん
で
瑕
疵
あ
る
物
の
取
外
し
・
搬
出
お
よ
び
代
物
給
付
の
取
付
け
を
含
む
が
、
こ
の
よ
う
な
指
令
と
一
致
し
た
解
釈
は
、
消
費
用
動
産
売
買
(
民
法
第
四
七
四
条)
に
限
定
さ
れ
、
事
業
者
間
の
売
買
契
約
お
よ
び
消
費
者
間
の
売
買
契
約
に
は
拡
張
さ
れ
な
い
こ
と
を
明
確
に
し
た
。
こ
の
点
が
、
最
も
重
要
な
点
で
あ
る
。
本
稿
の
問
題
関
心
か
ら
す
れ
ば
、
追
完
請
求
権
の
内
容
が
本
来
的
履
行
請
求
権
の
内
容
を
超
え
る
形
式
的
根
拠
は
、
消
費
用
動
産
売
買
で
あ
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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七
八
２つ
ぎ
に
、
こ
の
よ
う
な
Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
立
場
は
、
一
貫
し
て
、
立
法
者
意
思
か
ら
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
点
が
、
解
釈
論
の
立
場
か
ら
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
問
題
は
、
指
令
を
国
内
法
化
す
る
際
の
立
法
者
意
思
が
、
指
令
の
内
容
を
超
え
て
、
す
な
わ
ち
消
費
用
動
産
売
買
以
外
の
売
買
一
般
に
つ
い
て
国
内
法
化
し
た
こ
と
と
の
整
合
性
を
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
二
〇
一
二
年
判
決
は
、
指
令
の
国
内
法
化
に
際
し
、
立
法
者
が
指
令
を
誤
っ
て
理
解
し
た
こ
と
に
そ
の
根
拠
を
求
め
、
Ｅ
ｕ
Ｇ
Ｈ
が
行
っ
た
よ
う
な
、
代
物
給
付
義
務
の
広
範
な
拡
張
は
、
立
法
者
に
は
明
確
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
立
法
者
は
い
ず
れ
に
し
ろ
そ
の
拡
張
を
全
て
の
売
買
法
に
対
し
て
な
そ
う
と
は
考
え
な
か
っ
た
、
と
評
価
し
、
い
わ
ば
仮
定
的
立
法
者
意
思
と
し
て
、
立
法
者
は
、
彼
が
立
法
当
時
、
既
に
、
Ｅ
ｕ
Ｇ
Ｈ
の
給
付
義
務
の
広
範
な
内
容
を
知
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
追
完
義
務
に
つ
い
て
の
指
令
の
基
準
値
の
国
内
法
化
を
消
費
用
動
産
売
買
に
限
定
し
た
で
あ
ろ
う
と
推
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
基
礎
づ
け
を
行
う
の
で
あ
る
。
３
そ
の
う
え
で
、
二
〇
一
二
年
判
決
は
、
消
費
用
動
産
売
買
以
外
の
売
買
に
お
け
る
、
代
物
給
付
と
し
て
の
追
完
請
求
権
の
内
容
と
範
囲
に
つ
い
て
の
立
法
者
意
思
に
つ
き
、
二
〇
〇
八
年
判
決
と
同
様
の
立
場
に
立
ち
、
そ
の
具
体
的
内
容
に
つ
き
、
こ
の
問
題
を
本
来
的
履
行
請
求
権
の
修
正
の
問
題
と
し
て
位
置
づ
け
、
両
者
を
同
一
内
容
で
あ
る
と
し
、
さ
ら
に
、
履
行
利
益
を
超
え
る
買
主
の
不
利
益
の
救
済
は
、
有
責
性
を
前
提
と
し
た
損
害
賠
償
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
規
定
す
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
理
解
を
踏
ま
え
て
、
次
に
、
ド
イ
ツ
の
主
要
な
学
説
の
内
容
に
入
っ
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
(
)
B
au
R
2
0
0
5
,
1
0
9
.
(
)
S
.
L
o
re
n
z,




		






u
n
d
S
ch
ad
e
n
se
rsatz
n
ach
“
n
e
u
e
m
”
S
ch
u
ld
re
ch
t－
w
as
b
le
ib
t
v
o
m
“
D
ach
zie
g
e
l”
-F
all?,
Z
G
S
2
0
0
4
,
4
0
8
.
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()
L
o
re
n
z,
a.
a.
O
.,
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S
2
0
0
4
,
4
0
8
.
(
)
L
o
re
n
z,
a.
a.
O
.,
Z
G
S
2
0
0
4
,
4
0
8
.
(
)
引
用
者
注
。
引
用
文
献
該
当
部
分
と
し
て
、「
本
項
(
第
四
三
九
条
第
二
項)
は
、
こ
れ
ま
で
の
第
四
七
六
ａ
条
第
一
文
を
規
定
し
、
し
か
も
消
費
用
動
産
売
買
指
令
第
三
条
第
四
項
に
対
応
し
て
い
る
」
が
対
応
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
民
法
第
四
三
九
条
の
立
法
者
意
思
と
し
て
既
に
紹
介
し
て
い
る
、
拙
稿
「
瑕
疵
あ
る
物
を
給
付
し
た
売
主
の
追
完
義
務
の
射
程
(
一)
」
法
と
政
治
六
三
巻
号
(
二
〇
一
三
年)
二
四
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
(
)
引
用
者
注
。
原
文
の
注
は
、
支
配
的
見
解
の
例
と
し
て
、P
.
H
u
b
e
r,
N
JW
2
0
0
2
,
1
0
0
4
,
1
0
0
6
;
B
am
b
e
rg
e
r
/R
o
th
/F
au
st,
B
G
B
,
2
0
0
3
,

4
3
9
R
n
.
1
3
;





	
	




/W
e
ste
rm
an
n
,
4
.
A
u
fl.
2
0
0
4
,

4
3
9
R
n
.
7
を
挙
げ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
B
am
b
e
rg
e
r
/R
o
th
/F
au
st
の
該
当
箇
所
を
紹
介
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。「
追
完
の
履
行
場
所
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
は
、
第
四
三
九
条
、
と
り
わ
け
同
条
第
二
項
か
ら
は
読
み
取
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
政
府
草
案
の
基
礎
づ
け
か
ら
導
か
れ
る
こ
と
は
、
本
来
の
履
行
場
所
で
は
な
く
、
物
が
現
存
す
る
場
所
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
立
法
者
は
、
正
当
に
も
、
こ
の
こ
と
の
み
が
消
費
用
動
産
売
買
指
令
第
三
条
第
四
項
と
一
致
す
る
こ
と
を
出
発
点
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
合
意
し
た
修
補
権
の
場
合
の
費
用
を
規
律
し
て
い
る
旧
第
四
七
六
ａ
条
と
は
反
対
に
、
費
用
増
加
の
場
合
の
費
用
負
担
義
務
の
例
外
は
規
定
さ
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
物
は
給
付
後
に
、
受
領
者
の
居
住
地
(
住
所
地)
ま
た
は
営
業
所
と
は
別
の
場
所
に
運
ば
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
売
主
は
、
第
三
項
を
介
し
て
保
護
さ
れ
る(
R
e
g
E
,
B
T
-D
ru
ck
s.
1
4
/6
0
4
0
S
2
3
1
･
･
･)
。
し
た
が
っ
て
、
代
物
給
付
義
務
お
よ
び
修
補
さ
れ
た
物
の
引
渡
し
義
務
は
、
本
来
の
給
付
義
務
が
い
か
な
る
債
務
類
型
で
あ
っ
た
か
に
拘
ら
ず
、
い
ず
れ
の
場
合
も
持
参
債
務
で
あ
る
。」
(
)
L
o
re
n
z,
a.
a.
O
.,
Z
G
S
2
0
0
4
,
4
0
8
f.
(
)
以
上
に
つ
き
、L
o
re
n
z,
a.
a.
O
.,
Z
G
S
2
0
0
4
,
4
0
9
.
(
)
こ
の
判
例
に
つ
い
て
の
原
注
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
買
主
は
、
瑕
疵
あ
る
瓦
を
買
い
、
そ
れ
で
屋
根
を
葺
い
た
。
彼
は
、
売
主
(




と
な
っ
て
い
る
が
、





の
誤
植
で
あ
ろ
う
。)
に
対
し
、
屋
根
を
最
初
に
葺
い
た
費
用
の
賠
償
と
、
瑕
疵
あ
る
瓦
の
剥
が
し
を
主
張
し
、
認
め
ら
れ
た
。」
な
お
、
原
文
は
、
新
法
(
債
務
法
現
代
化
法)
に
よ
る
解
決
つ
い
て
の
参
照
指
示
の
一
つ
と
し
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八
〇
て
、



/L
o
re
n
z,
S
ch
u
ld
re
ch
t
II
(


	
d
e
in
W
isse
n)
1
7
.
A
u
fl.
2
0
0
4
.
F
all
4
0
を
挙
げ
る
。
そ
こ
で
の
タ
イ
ト
ル
は
、「
解
除
の
場
合
の
履
行
場
所
」
で
あ
る
。
な
お
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
本
判
例
に
つ
い
て
の
簡
単
な
紹
介
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
請
負
に
お
け
る
瑕
疵
担
保
責
任
[
補
訂
版]]』
(
二
〇
〇
九
年
(
初
版
二
〇
〇
六
年)
、
成
文
堂)
二
一
五
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
(
)
引
用
者
注
。
引
用
文
献
該
当
部
分
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。R
n
.
5
2
4
.
「
買
主
の
返
還
義
務
の
履
行
場
所
は
現
行
法
の
規
律
に
は
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
場
所
は
、
こ
れ
ま
で
の
支
配
的
見
解
と
一
致
し
、
そ
れ
以
上
に
、
物
が
契
約
に
従
っ
て
存
在
す
る
場
所
、
す
な
わ
ち
売
主
が
、
必
要
な
取
外
し
を
含
め
、
必
要
な
返
送
の
費
用
お
よ
び
危
険
を
負
担
す
る
場
所
で
あ
る
(
取
立
債
務)
。
こ
れ
に
反
し
て
、
旧
第
四
七
六
条
第
二
文
に
お
い
て
予
定
さ
れ
て
い
る
(
有
責
性
を
必
要
と
し
な
い)
、
売
主
の
契
約
費
用
賠
償
義
務
は
廃
止
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
主
張
さ
れ
た
、
広
義
の
契
約
費
用
概
念
を
前
に
し
て(
B
G
H
Z
8
7
,
1
0
4
ff.
参
照
。
契
約
締
結
費
用
と
並
び
、
買
主
が
契
約
の
履
行
に
お
い
て
消
費
し
た
全
費
用
、
お
よ
び
、
物
を
そ
の
規
定
通
り
の
使
用
に
供
す
る
た
め
の
費
用
(
例
え
ば
、
取
付
け
費
用)
。)
、
実
際
に
非
常
に
意
義
深
い
改
正
で
あ
る
。
こ
の
費
用
は
、
新
法
に
よ
れ
ば
、
第
二
八
四
条
に
も
と
づ
き
、
有
責
性
を
必
要
と
す
る
費
用
賠
償
請
求
権
の
対
象
と
し
て
の
み
可
能
で
あ
り
、
損
害
賠
償
請
求
権
に
代
え
て
生
じ
、
し
た
が
っ
て
、
第
三
二
五
条
に
も
と
づ
き
、
解
除
と
並
ん
で
主
張
さ
れ
得
る
。」(
以
下
、
具
体
例(
B
G
H
Z
8
7
,
1
0
4
ff.
の
事
例)
は
略)
。R
n
.
5
4
2
.(
無
駄
に
な
っ
た
費
用
賠
償
(
第
二
八
四
条)
「
第
二
八
四
条
に
結
び
つ
い
た
第
四
三
七
条
第
三
号
に
も
と
づ
き
、
買
主
は
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
に
代
え
て
、
費
用
賠
償
を
請
求
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
こ
と
は
、
か
か
る
費
用
が
、
実
際
に
売
買
目
的
物
の
瑕
疵
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
で
あ
る
限
り
、
既
に
損
害
賠
償
請
求
権
の
方
法
で
主
張
す
る
こ
と
を
排
除
し
な
い
。」
(
)
引
用
者
注
。
引
用
文
献
該
当
部
分
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
無
駄
に
な
っ
た
費
用
の
賠
償
」
に
つ
い
て
。「
買
主
も
、
草
案
第
二
八
四
条
に
も
と
づ
き
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
に
代
え
て
、
無
駄
に
な
っ
た
費
用
を
請
求
す
る
可
能
性
を
有
す
る
。
こ
の
規
定
は
、
草
案
第
四
三
七
条
第
三
号
に
お
い
て
も
指
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
な
か
に
は
、
現
行
の
(
訳
者
注：
改
正
前
の)
第
四
六
七
条
第
二
文
に
も
と
づ
き
、
解
除(
W
an
d
e
lu
n
g)
の
場
合
に
賠
償
さ
れ
る
べ
き
契
約
費
用
も
含
ま
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
売
買
法
に
お
け
る
特
別
規
定
は
不
要
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
に
は
事
実
に
即
し
た
変
更
が
結
び
つ
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
買
主
は
、
こ
れ
ま
で
は
、
契
約
費
用
を
第
四
六
七
条
第
二
文
に
も
と
づ
い
て
、
有
責
性
を
必
要
と
せ
ず
、
解
除
の
効
果
と
し
て
賠
償
請
求
を
な
し
得
た
。
今
後
は
、
草
案
第
二
八
一
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八
一
条
、
第
二
八
〇
条
第
一
項
第
二
文
に
結
び
つ
い
た
第
二
八
四
条
に
も
と
づ
き
、
こ
の
請
求
権
は
、
そ
れ
が
推
定
さ
れ
る
場
合
も
(
含
め)
、
売
主
の
有
責
性
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
導
か
れ
る
。
こ
の
変
更
は
、
事
実
に
即
し
て
正
当
化
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
第
四
六
七
条
第
二
文
は
解
除
法
に
お
い
て
は
異
物(







)
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
双
方
が
受
領
し
た
給
付
の
単
な
る
返
還
を
超
え
て
お
り
、
し
か
も
、
買
主
に
、
契
約
締
結
に
関
連
し
て
有
し
て
い
た
不
利
益
の
賠
償
請
求
権
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
さ
ら
に
損
害
賠
償
の
分
野
に
お
い
て
追
及
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
買
主
の
利
益
を
満
足
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
特
別
規
律
を
設
け
、
契
約
費
用
請
求
権
を
、
草
案
第
二
八
四
条
に
よ
り
補
充
さ
れ
た
、
義
務
違
反
の
場
合
の
損
害
賠
償
請
求
権
に
関
す
る
一
般
規
律
の
分
野
に
お
い
て
予
定
す
る
こ
と
が
正
当
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。」
(
)
L
o
re
n
z,
a.
a.
O
.,
Z
G
S
2
0
0
4
,
4
0
9
.
(
)
引
用
者
注
。
引
用
文
献
該
当
部
分
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
決
定
的
な
の
は
、
売
主
は
、
種
類
物
売
買
に
お
い
て
は
、
給
付
約
束
の
、
事
態
に
即
し
た
理
解
お
よ
び
債
務
の
特
有
の
特
性
に
よ
り
、
原
則
と
し
て
瑕
疵
な
き
物
を
給
付
し
得
る
危
険
の
み
を
引
き
受
け
、
反
対
に
、
瑕
疵
に
よ
る
価
値
減
少
を
超
え
る
追
加
損
害
が
買
主
に
発
生
す
る
危
険
は
引
き
受
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
首
尾
一
貫
し
て
、
こ
こ
で
も
、
瑕
疵
損
害
と
い
う
狭
い
概
念
と
瑕
疵
結
果
損
害
と
い
う
広
い
概
念
を
基
礎
と
す
る
こ
と
に
至
り
ま
す
そ
の
場
合
、
こ
の
一
致
の
な
か
に
確
か
に
、
こ
の
概
念
形
成
の
正
し
さ
の
優
れ
た
徴
候
が
あ
り
ま
す
。」
(
)
以
上
に
つ
き
、L
o
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n
z,
a.
a.
O
.,
Z
G
S
2
0
0
4
,
4
1
0
.
(
)
L
o
re
n
z,
a.
a.
O
.,
Z
G
S
2
0
0
4
,
4
1
0
f.
(
)
判
決
原
文
該
当
部
分
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
売
主
は
、
目
的
物
の
収
去
義
務
を
常
に
負
う
か
、
そ
れ
と
も
買
主
の
特
別
の
利
益
が
あ
る
場
合
に
の
み
負
う
の
か
と
い
う
こ
と
は
開
か
れ
て
い
る
。
瑕
疵
あ
る
瓦
を
再
び
剥
が
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
買
主
の
利
益
は
明
ら
か
で
あ
る
。
請
負
契
約
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
、
こ
れ
と
異
な
っ
た
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
上
級
地
方
裁
判
所
の
見
解
は
、
注
文
者
の
特
別
の
利
益
が
存
在
す
る
場
合
で
も
請
負
人
の
収
去
義
務
を
認
め
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
当
裁
判
所
は
こ
れ
に
従
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
被
告
(
売
主)
が
瓦
を
剥
ぐ
こ
と
に
よ
り
収
去
義
務
を
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
以
下
の
点
か
ら
生
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
支
配
的
見
解
に
よ
れ
ば
、
解
除
後
の
原
状
回
復(
W
an
d
e
lu
n
g
sv
o
llzu
g)
の
統
一
的
な
履
行
場
所
は
、
い
わ
ゆ
る
交
換
場
所(
A
u
stau
sch
o
rt)
、
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換
言
す
れ
ば
そ
の
物
が
解
除
時
に
契
約
に
従
い
存
在
し
て
い
る
場
所
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
買
主
は
、
民
法
第
三
四
六
条
第
一
文
に
よ
れ
ば
、
給
付
の
返
還(






	



)
の
み
を
負
担
し
、
そ
れ
ゆ
え
、
売
主
に
対
し
商
品
を
自
由
に
処
理
で
き
る
状
態
に
置
く
こ
と
の
み
を
負
担
す
る
か
ら
で
あ
る
。」
(
)
B
G
H
,
U
rt.
V
.
1
5
.
7
.
2
0
0
8
N
JW
2
0
0
8
,
2
8
3
7
.
(
)
B
G
H
a.
a.
O
.,
R
d
n
.
1
8
.
(
)
B
G
H
a.
a.
O
.,
R
d
n
.
2
1
.
(
)
B
G
H
a.
a.
O
.,
R
d
n
.
2
1
.
(
)
B
G
H
a.
a.
O
.,
R
d
n
.
2
3
.
(
)
B
G
H
a.
a.
O
.,
R
d
n
.
2
3
.
(
)
B
T
-D
ru
ck
s.
1
4
/6
0
4
0
,
S
.
2
3
1
.
(
)
B
G
H
a.
a.
O
.,
R
d
n
.
2
4
.
(
	)
B
G
H
a.
a.
O
.,
R
d
n
.
2
5
.
(

)
B
G
H
Z
8
7
,
1
0
4
＝N
JW
1
9
8
3
,
1
4
7
9
.
(
)
B
T
-D
ru
ck
s.
1
4
/6
0
4
0
,
S
.
2
3
1
.
(
)
B
T
-D
ru
ck
s.
1
4
/6
0
4
0
,
S
.
1
4
4
,
2
2
5
;
B
G
H
Z
1
6
3
,
3
8
1
[
3
8
1]
＝N
JW
2
0
0
5
,
2
8
4
8
.
(
)
B
G
H
a.
a.
O
.,
R
d
n
.
2
6
.
(
)
B
G
H
a.
a.
O
.,
R
d
n
.
2
7
.
(
)
B
G
H
,
U
rt.
v
.
2
1
.
1
2
.
2
0
1
1
.
N
JW
2
0
1
2
,
1
0
7
3
.
(
)
B
G
H
a.
a.
O
.,
R
d
n
.
2
6
.
(
)
B
G
H
a.
a.
O
.,
R
d
n
.
2
7
.
(
)
B
G
H
a.
a.
O
.,
R
d
n
.
2
8
.
法と政治 64巻 2号 (2013年 7月)
瑕
疵
あ
る
物
を
給
付
し
た
売
主
の
追
完
義
務
の
射
程
（
三)
373
八
三
()
B
G
H
a.
a.
O
.,
R
d
n
.
2
9
.
(
)
B
G
H
a.
a.
O
.,
R
d
n
.
3
1
.
(
)
B
G
H
a.
a.
O
.,
R
d
n
.
3
2
.
(
)
B
G
H
a.
a.
O
.,
R
d
n
.
3
3
.
(
)
B
G
H
a.
a.
O
.,
R
d
n
.
3
4
.
(
)
B
G
H
a.
a.
O
.,
R
d
n
.
3
5
.
(
)
N
JW
2
0
1
3
,
2
2
0
＝B
au
R
2
0
1
3
,
2
3
9
＝Z
fB
R
2
0
1
3
,
1
4
1
.
(
)
B
G
H
a.
a.
O
.,
R
d
n
.
1
2
.
(
	)
B
G
H
a.
a.
O
.,
R
d
n
.
1
3
.
(

)
B
G
H
a.
a.
O
.,
R
d
n
.
1
4
.
(
)
B
G
H
a.
a.
O
.,
R
d
n
.
1
5
.
(
)
B
G
H
a.
a.
O
.,
R
d
n
.
1
6
.
(
)
B
G
H
a.
a.
O
.,
R
d
n
.
1
7
.
(
)
B
G
H
a.
a.
O
.,
R
d
n
.
1
8
.
(
)
B
G
H
a.
a.
O
.,
R
d
n
.
1
9
.
(
)
B
G
H
a.
a.
O
.,
R
d
n
.
2
0
.
(
)
B
G
H
a.
a.
O
.,
R
d
n
.
2
1
.
(
)
B
G
H
a.
a.
O
.,
R
d
n
.
2
2
.
(
)
B
G
H
a.
a.
O
.,
R
d
n
.
2
2
.
(
)
B
G
H
a.
a.
O
.,
R
d
n
.
2
4
.
(
)
B
G
H
a.
a.
O
.,
R
d
n
.
2
5
.
法と政治 64巻 2号 (2013年 7月)
論
説
374
八
四
()
B
G
H
a.
a.
O
.,
R
d
n
.
2
6
.
(
)
B
G
H
a.
a.
O
.,
R
d
n
.
2
7
.
(
)
B
G
H
a.
a.
O
.,
R
d
n
.
2
8
.
法と政治 64巻 2号 (2013年 7月)
瑕
疵
あ
る
物
を
給
付
し
た
売
主
の
追
完
義
務
の
射
程
（
三)
375
八
五
法と政治 64巻 2号 (2013年 7月)
論
説
376
八
六
Die Reichweite der kaufrechtlichen 	

Tsuyoshi HARADA
	der 
mangelhaft, so kann der 
von dem 

	
verlangen.
Trotz dieser zentralen Bedeutung der	
sind der Umfang des
Anspruchs auf 	
(insbesondere Ersatzlieferung) sowie 
	
bei eingebauten Sachen streitig in Deutschland.
Der Beitrag untersucht diesen Thema im folgenden Konstruktion :
Ⅰ．Problemstellung
Ⅱ．Gesetzgeberswille des 439 Deutsches BGB
Ⅲ．EuGH-Urteile zur Art. 3 der 

	
1. Das Problem
2. Der Standpunkt des BGH (in diesem Heft)
3. Die 
	Literaturen
Ⅳ．Diskussion zur Aus- und Einbauverpflichtung in Deutschland
Ⅴ．	
	
in Deutschland
Ⅵ．Zwischenergebnis
Ⅶ．Zusammnenfassung und Dogmatiksvorschlag
Also werden das dieses Beitrags nach Fertigstellung 

